
す
る
。

近
世
大
名
制
に
お
い
て
、
半
役
職
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
詰
衆
に
は
、
そ
の
名
称
が
表
す
る
が
如
く
平
日
も
交
代
で
登
城
す
る
、
詰

（
１
）

日
と
呼
ば
れ
る
勤
め
が
課
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
実
態
面
に
加
え
、
勤
務
を

完
遂
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
詰
日
割
と
い
う
、
い
わ
ば
勤
務
シ
フ
ト
表
の
構
造
か
ら
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
上
で

平
日
勤
務
で
あ
る
詰
日
を
多
面
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
輪
番
で
登
城
に
当
た
る
大
名
の
姿
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

本
項
に
お
い
て
は
、
寛
政
期
に
大
目
付
の
職
に
就
い
て
い
た
「
安
藤
日
記
」
を
用
い
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登
城
勤
務
者
に
つ

（
２
）

い
て
、
と
く
に
大
名
役
職
者
に
着
目
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
非
役
の
詰
衆
と
役
職
者
と
の
比
較
を
行
う
。
「
安
藤
日
記
」
に
は
、
垂
叩
衆

江
戸
城
輪
番
勤
務
者
の
登
城
日
数
に
関
す
る
数
量
的
考
察
ｌ
詰
衆
を
例
と
し
て
Ｉ

は
じ
め
に

役
職
者
に
お
け
る
登
城
日
数
と
そ
の
比
較

五
十
嵐

郎
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き
る
。

と
並
ん
で
当
日
勤
務
者
と
し
て
登
城
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
高
家
、
奏

者
番
、
大
番
頭
、
小
普
請
組
支
配
、
御
留
守
居
、
御
目
付
の
各
職
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
日
記
は
二
五
三
六
日
に
も
及
ぶ
が
、
勤
務
者
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
日
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
詰
日
を
勤
め
た
者
の
中
か
ら
そ
の
登
城
日
数
の
多
い
者
を
対
象
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
安
藤
日
記
」
上
で
名
前
を
確
認
で
き
る
詰
衆
は
延
べ
六
三
名
を
数
え
た
が
、
そ
の
う
ち
誤
記
と
思
わ

れ
る
箇
所
も
存
在
す
る
た
め
、
そ
う
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
す
る
。
こ
の
間
最
も
多
く
詰
日

之
者
と
し
て
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
土
屋
但
馬
守
で
、
そ
の
数
は
三
一
二
日
に
達
す
る
。
次
い

で
井
上
河
内
守
が
一
一
九
四
日
、
さ
ら
に
板
倉
内
膳
正
の
二
八
五
日
、
永
井
日
向
守
の
二
八
一
一
一
日
と
続

く
。

こ
こ
で
、
他
の
役
職
者
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
詰
衆
か
ら
も
就
任
す
る
傾
向
が
あ
る
奏
者
番
か
ら
考
察
し
て
い

く
。
寛
政
五
年
正
月
か
ら
同
一
一
年
末
ま
で
の
記
録
の
う
ち
最
も
多
く
当
番
と
な
っ
て
い
た
の
は
水
野
壱
岐
守
で
、
そ
の
日
数
は

一
一
二
九
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
野
家
は
江
戸
定
府
大
名
で
あ
り
、
参
勤
交
代
を
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
登
城
勤
務
数
も
他
の
奏
者
番
に

（
３
）

わ
っ
て
同
年
七
月
一
一
日
に
今
度
は
奏
者
番
と
し
て
の
平
口
ｕ
当
番
を
勤
め
た
こ
と
の
記
録
が
あ
る
。
同
様

に
井
上
河
内
守
も
寛
政
六
年
二
月
一
一
一
一
日
か
ら
詰
日
の
記
載
が
見
ら
れ
、
寛
政
一
一
年
六
月
一
二
日
ま
で
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

表
１
に
示
さ
れ
る
詰
衆
は
ほ
ぼ
す
べ
て
記
録
の
残
る
全
期
間
を
通
し
て
詰
衆
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
土
屋
但
馬
守
は
寛
政
五
年
一
月
三
日
に
詰
日
を
勤
め
た
の
を
皮
切
り
に
寛
政
一
○
年
六
月

一
六
日
を
最
後
に
こ
の
後
は
奏
者
番
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
詰
衆
と
し
て
は
記
載
さ
れ
ず
、
代

表１寛政５年～１１年までの登城勤務日数上位５名一覧

鰭
｢安蔭日記」より作成蔵「安蔭

６８

詰衆

氏名 日数

十尾但馬守 ３１２

井上河内守 294

板倉内膳正 285

永井日向守 283

阿部駿河守 260

奏者番

氏名 日数

水野壱岐守 229

土井大炊頭 189

脇坂淡路守 177

稲葉丹後守 167

諏訪因幡守 153

大番頭

氏名 日数

堀内蔵頭 283

建部内匠頭 214

小笠原近江守 202

新庄駿河守 169

堀田豊前守 165



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数逓的考察 詰衆を例として

次
に
大
番
頭
の
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
大
番
頭
は
大
名
以
外
か
ら
も
就
任
す
る
役
職
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
の
た

め
に
そ
の
日
数
を
見
て
お
こ
う
。
こ
の
期
間
、
堀
内
蔵
頭
の
二
八
三
日
と
い
う
勤
番
数
を
筆
頭
に
、
建
部
内
匠
頭
一
一
一
四
日
、
小
笠
原

近
江
守
二
○
二
日
と
二
○
○
日
以
上
の
勤
番
数
を
複
数
数
え
、
次
い
で
新
庄
駿
河
守
一
六
九
日
、
堀
田
豊
前
守
一
六
五
日
、
藤
堂
肥
後

守
一
六
四
日
と
一
五
○
日
以
上
の
勤
番
者
が
六
名
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

奏
者
番
と
大
番
頭
の
双
方
の
登
城
勤
務
数
上
位
者
を
見
る
と
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
そ
の
傾
向
と
し
て
大
き
な
差
異
は
認
め

ら
れ
な
い
。
大
番
頭
は
一
二
番
組
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
一
定
で
あ
る
一
方
、
奏
者
番
は
例
え
ば
寛
政
五
年
の
武
鑑
で
は

（
５
）

一
五
名
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
番
頭
の
ほ
う
が
や
や
登
城
勤
務
数
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
の
要
因
の
一
つ
に
は
奏

者
番
の
当
該
期
に
お
け
る
就
任
者
数
が
大
番
頭
の
そ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
詰
衆
は

人
数
こ
そ
多
く
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
「
両
人
詰
」
「
三
人
詰
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
複
数
で
の
勤
務
が
常
で
あ
っ
た
た
め
、

‘
も
う
か
が
え
よ
う
。

ら
同
八
年
一
月
二
一
日
の

「
年
録
」
に
「
病
後
之
御
ュ

え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
。

比
べ
て
多
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
た
年
に
よ
っ
て
そ
の
数
に
多
寡
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
寛
政
七
、
八
年
以
外
は
年
間
約

四
○
日
の
勤
番
数
と
な
っ
て
お
り
、
毎
月
平
均
し
て
三
日
～
四
日
程
度
勤
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
寛
政
七
年
五
月
二
七
日
の
勤
番
か

ら
同
八
年
一
月
二
一
日
の
当
番
ま
で
「
安
藤
日
記
」
か
ら
は
平
日
勤
番
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
同
八
年
一
月
七
日
の

（
１
）

「
年
録
」
に
「
病
後
之
御
礼
」
の
た
め
登
城
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
は
病
を
理
由
に
勤
番
を
控

こ
こ
で
は
水
野
壱
岐
守
だ
け
が
突
出
し
た
勤
番
数
だ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
順
番
に
土
井
大
炊
頭
一
八
九
日
、
脇
坂
淡
路
守
一
七
七

日
、
稲
葉
丹
後
守
一
六
七
日
、
諏
訪
因
幡
守
一
五
三
日
と
上
位
五
名
は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
。
就
任
期
間
の
違
い
や
他
の
勤
役
と
の

関
係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
詰
衆
は
奏
者
番
に
も
似
た
登
城
勤
務
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
一
面

の



表２飴日数卜付考の相鰭回数上位者
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先
述
の
と
お
り
、
詰
衆
は
二
、
三
名
で
詰
日
に
当
た
る
こ
と
を
常
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た

詰
日
を
勤
め
た
者
同
士
は
互
い
に
相
手
を
「
相
詰
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
詰
日
割
に

よ
っ
て
明
確
に
定
ま
っ
て
い
た
。
詰
日
割
は
詰
日
之
者
が
参
勤
交
代
や
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
入
れ
替

わ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
詰
日
を
勤
め
る
人
員
構
成
に
変
更
が
生
じ
た
際
に
は
更
新
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
は
そ
の
組
合
せ
に
つ
い
て
勤
務
数
上
位
五
名
に
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
詰
日
の

多
か
っ
た
人
物
か
ら
分
析
を
試
み
る
。
士
屋
但
馬
守
が
勤
め
た
三
一
二
日
の
う
ち
で
最
も
多
く
相
詰
と

な
っ
た
人
物
は
永
井
日
向
守
で
、
そ
の
数
は
四
二
日
間
で
あ
る
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
板
倉
内
膳
正
で

二
六
日
間
、
そ
の
後
は
久
世
隠
岐
守
二
一
一
一
日
間
、
酒
井
修
理
大
夫
と
間
部
若
狹
守
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
○
日

間
で
あ
っ
た
。
土
屋
は
誤
記
に
よ
る
勤
務
者
を
除
い
た
他
の
詰
衆
三
七
名
の
う
ち
、
実
に
三
三
名
と
相

詰
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
詰
衆
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
詰
日
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

そ
の
日
数
が
こ
の
二
つ
の
役
職
を
上
回
る
者
も
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
詰
衆
が
役
職
者
と
し

て
認
識
さ
れ
得
る
条
件
を
備
え
て
い
た
数
字
と
し
て
も
捉
え
て
お
き
た
い
。

で
は
、
こ
の
と
き
土
屋
但
馬
守
か
ら
見
て
最
も
多
く
相
詰
と
な
っ
た
永
井
日
向
守
は
、
誰
と
相
詰
と

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
井
日
向
守
が
詰
日
を
勤
め
た
数
は
全
体
で
三
番
目
に
多

る
。 二
詰
日
の
組
合
せ

7０

板倉内膳正

青山大勝充 4３

増山河内守 3８

永井日向守 2７

阿部駿河守 2６

土屋但馬守 2６

阿部駿河守

大久保山城守 2７

板倉内膳正 2６

板倉伊予守 2５

青山大膳亮 2４

井上河内守 1９

永井日向守

三浦志摩守 4４

土屋但馬守 4２

板倉内膳正 2７

青山大勝亮 2６

大久保山城守 2４

井上河内守

酒井修理大夫 4７

大久保山城守 3４

朽木近江守 2３

板倉伊予守 2２

永井山城守 2１

＋扇ｲEl馬守

永井日向守 4２

板倉内勝正 2６

久世隠岐守 2３

酒井修理大夫 2０

Ｉｉ部若狭守 2０



江戸城輪番勤務者の登城日数に閲する数量的考察 －詰衆を例として－
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二
番
目
に
詰
日
を
多
く
勤
め
た
井
上
河
内
守
の
相
詰
は
酒
井
修
理
大
夫
四
七
回
、
大
久
保
山
城
守
一
一
一
四
回
、
朽
木
近
江
守
二
三
回
、

板
倉
伊
予
守
二
二
回
、
永
井
山
城
守
二
一
回
と
続
く
。
最
も
多
く
勤
め
た
土
屋
但
馬
守
の
名
前
が
上
位
に
出
て
こ
な
い
の
は
、
両
者
の

参
勤
交
代
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図
１
参
照
）
。
と
い
う
の
も
井
上
河
内
守
は
寛
政
七
年
六
月
三
日
の
詰
日
の
あ

と
は
翌
年
の
六
月
一
三
日
ま
で
名
前
が
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
そ
の
翌
寛
政
九
年
六
月
七
日
以
降
も
詰
日
は
な
く
、
次
に
確
認
で
き
る
の

は
寛
政
一
○
年
六
月
一
四
日
以
降
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
井
上
河
内
守
は
六
月
を
起
点
と
し
た
一
年
交
代
で
参
勤
交
代
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
対
し
て
土
屋
但
馬
守
は
寛
政
五
年
八
月
二
九
日
か
ら
同
一
二
月
一
六
日
ま
で
名
前
が
見
ら
れ
ず
、
以
降
の
年
も
九
月
か
ら

一
二
月
中
旬
ま
で
は
詰
日
を
勤
め
た
記
録
は
な
く
、
半
年
代
の
参
勤
交
代
で
あ
っ
た
た
め
、
両
者
が
同
時
に
詰
日
之
者
と
し
て
勤
め
て

い
た
時
期
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
こ
の
両
名
が
互
い
に
相
詰
と
な
り
得
る
機
会
は
寛
政
六
年
一
二
月
～
同
七
年
六
月
ま
で
の
半
年
間
と
寛
政
八
年
六
月
～

八
月
ま
で
の
二
か
月
間
、
さ
ら
に
寛
政
八
年
一
二
月
～
同
九
年
六
月
ま
で
の
半
年
間
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
寛
政
六
年
か
ら
九
年
ま
で

互
い
に
詰
衆
と
し
て
詰
日
を
勤
め
て
い
た
と
は
い
え
、
四
年
間
で
一
四
か
月
間
し
か
接
点
が
な
く
、
結
果
的
に
見
て
も
同
じ
詰
日
を
勤

め
た
の
は
わ
ず
か
八
回
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
同
じ
日
に
詰
日
を
勤
め
た
数
で
あ
り
、
詰
衆
に
は
詰
日
以

外
に
も
一
統
出
仕
日
と
さ
れ
る
詰
衆
全
員
が
登
城
対
象
と
な
る
日
が
他
の
大
名
よ
り
も
多
か
っ
た
た
め
、
接
触
の
機
会
が
少
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
両
者
が
相
詰
と
な
っ
た
の
は
寛
政
六
年
二
月
一
一
七
日
、
同
三
月
七

日
、
同
七
年
一
月
一
四
日
、
’
’
一
月
二
六
日
、
’
一
一
月
一
一
七
日
、
四
月
一
四
日
、
五
月
二
七
日
、
五
月
一
一
八
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る

と
、
寛
政
八
年
以
降
に
は
互
い
に
相
詰
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
両
者
が
詰
日
之
者
と
し
て
の
期
間
が
重
複
し
て
い
た
寛
政
八
年
一
二
月

く
、
先
述
の
通
り
一
一
八
三
日
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
く
相
詰
と
な
っ
た
の
は
三
浦
志
摩
守
の
四
四
日
間
で
、
土
屋
よ
り
二
日
間
で

は
あ
る
が
多
い
結
果
で
あ
っ
た
。

７２



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数量的考察 詰衆を例として

～
同
九
年
六
月
の
間
は
一
度
も
相
詰
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

詰
衆
は
毎
年
六
月
に
参
勤
、
ま
た
は
御
暇
と
な
る
一
年
交
代
の
者
と
八
月
参
勤
・
翌
年
二
月
御
暇
、
あ
る
い
は
一
二
月
参
勤
・
翌
年

八
月
御
暇
の
半
年
代
の
者
と
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
当
時
の
大
名
の
名
鑑
的
役
割
も
あ
っ
た
武
鑑
に
は
、
各
大
名
の
参
勤
・

御
暇
の
時
期
も
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
詰
衆
た
ち
の
参
勤
交
代
の
時
期
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
こ
れ
ら
の
分
類
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
を
図
で
示
す
と
図
２
の
通
り
と
な
る
。

こ
の
図
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
便
宜
的
に
分
け
た
各
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
数
が
ど
れ
も
同
じ
だ
と
す
る
と
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
在

府
す
る
一
二
月
か
ら
二
月
の
間
に
最
も
多
く
の
詰
衆
が
詰
日
を
勤
め
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
基
本
的
に
図
の
グ

ル
ー
プ
ー
と
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
の
詰
衆
は
互
い
に
在
府
す
る
期
間
が
重
複
し
な
い
た
め
、
相
詰
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
病
な
ど
を
理

由
に
御
暇
を
受
け
ず
に
在
府
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
例
外
的
に
年
中
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
（
後
述
）
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
互
い
に
相
詰
と
な
る
の
は
同
グ
ル
ー
プ
内
で
勤
め
る
者
同
士
が
回
数
を
重
ね
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
実
態
と
し
て
は
極
端
に
は
そ
う
は
な
ら
ず
、
幾
分
か
の
傾
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
見
て
い
る

（
６
）

土
屋
但
馬
守
の
相
詰
上
位
五
名
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
年
交
代
の
者
が
四
名
、
半
年
代
が
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

寛
政
七
年
の
詰
衆
を
武
鑑
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
三
三
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
老
中
ら
の
嫡
子
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者

が
二
名
い
る
が
、
彼
ら
は
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
対
象
か
ら
外
し
て
考
え
た
い
。
つ
ま
り
は
残
り

三
一
名
を
対
象
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三
詰
衆
の
参
勤
交
代

７３
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年
代
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詰衆の参勤交代パターン図図'２

形
態
を
見
せ
る
。

の
期
間
、
二
月
か
ら
六
月
、
六
月
か
ら
八
月
、
八
月
か
ら
一

す
る
必
要
が
あ
り
、
人
数
は
一
五
名
か
ら
一
七
名
と
な
る
。

月
～
翌
年
一

年
代
で
参
勤
交
代
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。

ル
ー
プ
（
Ⅳ
）

若
狭
守
総
弾
、

後
守
正
識
、
士
屋
但
馬
守
英
直
、
久
世
大
和
守
廣
敦
、
黒
田
鶴
松
直
温
、

丹
後
守
忠
烈
の
六
名
。

に
詰
日
を
断
る
者
が
い
る
た
め
、

参
勤
を
行
い
、
乙
・
丁
・
己
・
辛
・

一一一■

き
る
。

ル
ー
プ
（
Ⅳ
）
と
す
る
と
、
松
平
久
五
郎
武
厚
、
大
久
保
山
城
守
忠
喜
、
板
倉
伊
予
守
勝
意
、
石
川

グ
ル
ー
プ
（
Ⅱ
）
は
九
名
と
な
っ
て
い
た
。

乙
白

二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る

ル
ー
プ
（
Ⅱ
）
は
九
名
‐

次
に
一
二
月
に
参
勤
し
、

こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
た
通
り
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
す
べ
て
揃
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
な
く
、

名
を
上
図
に
合
わ
せ
て
参
勤
交
代
で
区
分
す
る
と
、

・
歳
の
六
川
に
参
勤
を
行
い
、

年
ご
と
に
参
勤
交
代
を
行
う
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
甲
・
丙

｜
月
ま
で
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
詰
日
を
勤
め
る
状
況
に
あ
る
。

阿
部
駿
河
守
正
常
の
五
名
が
該
当
す
る
◎

次
に
そ
の
詰
日
割
の
構
造
に
つ
い

続
い
て
毎
年
八
月
に
参
勤
し
、

こ
と
が
で
き
る
。

翌
年
の
八
月
に
御
暇
を
も
ら
う
グ
ル
ー
プ

そ
れ
よ
り
も
少
な
く
、

癸
歳
の
六
月
に
御
暇
を
も
ら
う
者
た
ち

甲
▲

寛
政
七
年
段
階
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
）
は
一
一
名
、

・
歳
の
六
月
に
御
暇
と
な
る
者
た
ち

て
述
べ
て
い
き
た
い
。

翌
年
の
一

勤
め
向
き
を
管
理
す
る
詰
日
割
も
様
々
な

以
上
の
一

た
だ
実
際
に
は
こ
こ
か
ら
病
等
を
理
由

二
月
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
や
り
く
り

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ろ

｜
月
に
御
暇
を
も
ら
う
者
た
ち
を
グ

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
い
ず
れ
も
半

・
戊
・
庚
・
壬
の
歳
の
六
月
に

（
Ⅲ
）
と
し
て
は
、
阿
部
豊

松
平
備
前
守
正
升
、
大
岡

（
１
）
。

逆
に
そ
れ
以
外

。
そ
の
逆
に

（
Ⅱ
）
と
い
う

毎
年
一
二

こ
と
が
で

7４



江戸城轄番勤務者の登城日数に関する数iii的考察

表３飴日割改正理由とのＩ

詰衆を例として

こ
こ
か
ら
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
を
史
料
と
し
て
、
寛
政
期
の
日
記
の
約
九
年
分
の
中
か

ら
得
ら
れ
た
語
日
割
一
三
八
通
を
対
象
に
分
析
し
て
み
た
い
。

全
一
三
八
件
の
詰
日
割
が
発
さ
れ
た
契
機
の
内
訳
を
見
た
と
こ
ろ
、
割
入
れ
、
即
ち
当
勤
之
衆
（
詰
衆
内
で
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状

況
に
あ
る
者
を
い
う
）
が
増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
七
一
件
、
逆
に
除
名
に
よ
る
減
少
と
な
っ
た
の
が
五
三
件
、
増
減
は
見
ら
れ

な
い
が
詰
日
割
が
廻
状
に
添
え
ら
れ
て
順
達
さ
れ
た
の
が
一
三
件
、
直
前
に
発
給
さ
れ
た
詰
日
割
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
作

り
直
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
一
件
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
（
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
が
、
寛
政
五
年
六
月
一
八
日
、
詰
衆

の
中
か
ら
御
暇
を
受
け
る
者
が
い
た
。
国
会
図
書
館
の
「
年
録
」
に
は
酒
井
修
理
大
夫
、
間
部
若
狹
守
、
土
井
能
登
守
、
牧
野
周
防
守

（
７
）

と
内
藤
大
和
守
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
土
屋
但
馬
守
の
日
記
に
は
「
｜
内
藤
大
和
守
病
気
二
付
不
被
致
出

四
参
府
時
の
詰
日
割
入
れ

崖

（
８
）

屋
仕
、
依
之
御
暇
之
義
無
之
候
」
と
あ
り
、
翌
月
一
一
八
日
に
御
暇
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と

土浦
き
－
八
日
の
う
ち
に
「
先
刻
於
殿
中
申
談
候
詰
日
割
之
内
、
内
藤
大
和
殿
名
前
相
洩
候
二
付
、
同
人
名

士
（
９
）

麹
前
書
加
、
詰
口
ｕ
割
並
助
順
・
急
助
順
相
廻
候
」
と
一
日
で
一
一
度
の
詰
日
割
が
出
さ
れ
て
い
る
。
土
屋
の
日

常創
成
記
で
は
出
仕
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
「
年
録
」
で
は
御
暇
を
受
け
た
こ
と
と
さ
れ
て

〈
Ⅲ
｝

糊
昨
い
る
。
「
年
録
」
の
七
月
一
一
八
口
凹
条
に
は
や
は
り
内
藤
大
和
守
が
「
初
而
御
暇
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

資
ト
ー

舩
止
ら
六
月
一
八
日
の
「
年
録
」
の
記
事
は
誤
ｈ
ソ
で
あ
ろ
う
か
）
・

学
岱

欧
錘
そ
れ
で
は
、
詰
衆
が
当
勤
之
衆
と
し
て
勤
務
に
復
帰
し
た
場
谷
口
の
七
一
件
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く

ｱラ

理由 件数

割入 7１

除名 5３

増減なし 1３

不備 １



定
期
的
要
因
は
参
勤
し
た
者
が
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
態
に
あ
っ
て
、
そ
の
旨
が
当
勤
之
衆
へ
廻
状
を
通
じ
て
周
知
さ
れ
た
場
合
が

あ
る
。
先
述
の
通
り
詰
衆
が
参
勤
を
行
う
の
は
六
月
、
八
月
、
一
一
一
月
の
年
三
回
、
六
月
は
一
年
交
代
の
者
が
対
象
で
、
八
月
、
一
一
一

月
は
半
年
代
の
者
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
通
常
の
参
勤
以
外
に
も
同
様
の
形
式
と
し
て
は
、
日
光
へ
の
代
参
等
を
担
っ
た
者
が
そ
の
役

目
を
終
え
て
帰
府
し
た
後
、
詰
日
の
勤
め
を
再
開
す
る
事
例
が
四
件
確
認
で
き
た
。
日
付
と
し
て
は
い
ず
れ
も
四
月
一
一
○
日
前
後
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
四
件
と
も
異
な
る
人
物
が
日
光
ｌ
江
戸
間
を
往
復
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
日
光
代
参
の
該
当
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
既
存
の
当
勤
之
衆
へ
と
割
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
。
こ
の

と
き
の
視
点
と
し
て
、
割
入
れ
ら
れ
る
詰
日
割
の
箇
所
に
着
目
し
て
み
る
。
つ
ま
り
割
入
れ
ら
れ
る
箇
所
と
い
う
の
は
詰
日
割
が
発
せ

ら
れ
る
日
付
の
何
日
目
に
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

寛
政
三
年
四
月
二
○
日
、
牧
野
内
膳
正
が
日
光
祭
礼
奉
行
の
役
を
終
え
て
帰
府
し
た
。
こ
の
と
き
牧
野
内
膳
正
に
は
廻
状
到
来
の

翌
々
日
に
詰
日
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
補
足
と
な
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
同
月
一
○
日
に
は
牧
野
内
膳
正
か
ら
の
廻
状
と
し
て
、
こ
の

た
び
日
光
へ
の
御
暇
を
受
け
た
の
で
、
詰
日
と
肋
の
勤
め
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
帰
府
し
た
際
に
は
再
度
そ
の
旨
周
知
さ
せ

（
ｕ
〉

る
こ
と
を
記
し
た
廻
状
が
発
さ
れ
た
。
同
日
は
一
統
出
仕
日
に
当
た
っ
て
お
り
、
詰
日
割
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
牧

（
胆
）

野
内
膳
正
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
牧
野
が
日
光
へ
向
か
う
の
は
一
七
日
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
御
暇
を
受
け
た
と
い
う
廻
状

が
達
せ
ら
れ
る
と
即
座
に
こ
れ
に
対
応
し
た
詰
日
割
を
発
し
て
い
る
。
詰
日
が
断
ら
れ
た
り
、
そ
の
勤
務
が
難
し
い
と
周
知
さ
れ
た
り

し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
へ
の
対
応
を
済
ま
せ
た
語
日
割
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
件
も
細
か
く
見
た
と
こ
ろ
、
結
果
か
ら
述
べ
る
と
、
四
件
中
三
件
で
詰
日
再
開
の
廻
状
が
順
達
さ
れ
た
日
か
ら
二
日
後
、
つ
ま

き
る
。

こ
と
に
し
た
い
。
割
入
れ
と
な
る
要
因
と
し
て
は
先
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
定
期
的
な
も
の
と
不
定
期
的
な
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

7６



江戸城轄番勤務者の登城日数に関する数ｉｉｉ的考察 詰衆を例として

り
は
詰
日
割
で
の
第
二
日
目
に
割
入
れ
ら
れ
て
い
て
ｐ
残
り
の
一
件
も
詰
日
割
に
記
載
さ
れ
る
三
日
月
に
割
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ

か
ら
ま
ず
は
日
光
か
ら
帰
府
し
て
詰
日
の
勤
め
を
再
開
す
る
と
き
は
廻
状
到
来
の
翌
々
日
（
も
し
く
は
そ
れ
以
降
）
と
さ
れ
て
い
た
と

仮
定
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
参
勤
後
に
お
け
る
詰
日
の
勤
め
に
つ
い
て
も
同
様
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
六
月
、
八
月
、
一
二
月
の
定
期
的
に
行
わ
れ
る
参
勤
の
例
を
検
討
す
る
。
表
４
は
士
屋
但
馬
守
の
日
記
か
ら
知
り
得
た
割
入
れ

理
由
と
そ
の
件
数
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
土
屋
但
馬
守
は
八
月
御
暇
、
一
二
月
参
勤
の
半
年
代
の
大
名
で
あ
る
た
め
、
八
月
中
旬
か

ら
一
二
月
中
旬
ま
で
の
殿
中
の
様
子
を
細
か
く
知
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
一
定
期
間
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

定
期
的
に
行
わ
れ
る
参
勤
に
よ
る
割
入
れ
は
一
五
件
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
一
五
件
に
関
与
し
た
の
は
延
べ
三
四
名
。
ほ
と
ん
ど
の

場
合
複
数
の
人
物
が
同
じ
日
に
参
勤
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
詰
日
の
勤
め
も
再
開
し
て
い
た
。
参
勤
し
た
三
四
名
に
つ
い
て
、
先
の
日
光

か
ら
帰
府
し
た
者
と
同
様
の
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
既
存
の
当
勤
之
衆
へ
割
入
れ
ら
れ
た
か
を
考
え
て
い
く
と
、
次
の
表
５
の

姿
ｂ
一

』
７
。表４鰭日割割入理由

勤
府
復
明

参
帰
快
忌

様
の
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
既
存
の
当
勤
之
衆
へ
割
入
れ
ら
れ
た
か
を
考
え
て
い
く
と
、
次
の
表
５
の

数
字
が
得
ら
れ
た
。

家屋
最
も
多
か
っ
た
の
が
参
勤
の
御
礼
を
行
っ
て
当
勤
之
衆
へ
生
ロ
知
を
終
え
た
翌
々
日
（
二
日
後
）
に
詰

土浦
日
を
勤
め
る
よ
う
に
割
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
次
い
で
二
一
日
後
に
詰
日
を
設
定
ざ

土錘
れ
て
い
る
者
が
一
二
名
お
り
、
こ
の
場
〈
□
そ
れ
ま
で
の
当
勤
之
衆
と
新
た
に
参
勤
し
て
詰
日
を
勤
め
る

常ｒ蔵
こ
と
に
な
る
者
と
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
数
が
一
一
一
～
一
五
名
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
参

辮幟動した直後から詰日を勤められる状況にある場合には、基本的に廻状によって周知され
職
は
て
か
ら
二
日
後
が
最
初
の
詰
日
と
な
る
よ
う
に
割
入
れ
ら
れ
、
当
勤
之
衆
が
多
数
存
在
す
る
と
き
に
は

学
ｊ

醜
麺
そ
う
し
た
制
限
は
な
く
、
む
し
ろ
一
二
日
目
以
降
の
割
入
れ
と
な
る
よ
う
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
と
い

7７

割入理由 件数 割合

定期的
参勤

帰府

1５

４

21296

％

不定期的
快復

忌明

3２

1５

45.0％

212％

その他 ５ 7.096



表５参勤時における賠日再開に伴う詰日割割入箇所の割合そ
れ
で
は
一
統
出
仕
日
が
連
続
し
て
い
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
最
も
よ
く
表
し
て

い
る
の
は
寛
政
七
年
六
月
一
三
日
に
お
い
て
、
翌
一
四
日
は
平
日
、
一
五
日
が
不
時
御
礼
、
一
六
日
が
嘉
定
祝
儀
と
二
日
連
続
し
て
一

〈
応
）

統
出
仕
日
と
な
っ
て
い
る
期
間
で
の
割
入
れ
で
あ
る
。
一
七
日
が
平
日
に
な
っ
て
い
る
た
め
参
勤
し
て
き
た
詰
衆
ら
が
菱
明
日
を
勤
め
始

め
る
の
は
こ
の
日
か
ら
で
、
こ
の
と
き
三
名
が
参
勤
し
て
お
り
、
永
井
日
向
守
が
一
七
日
か
ら
、
板
倉
内
膳
正
と
三
浦
志
摩
守
が
揃
っ

て
一
八
日
か
ら
の
詰
日
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
統
出
仕
日
が
翌
々
日
か
ら
連
続
し
て
い
る
場
合
の
詰
日
割
入
れ
は
、

翌
々
日
か
ら
さ
ら
に
も
う
一
日
後
の
平
日
に
割
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

国文学研究資料館蔵「常陸国土浦土屋家文谷」により作成

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
そ
れ
と
は
別
に
、
参
勤
者
が
三
日
目
以
降
で
の
割
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
前
日
（
つ
ま
り

は
廻
状
到
来
の
翌
々
日
）
が
紅
葉
山
参
詣
等
の
一
統
出
仕
日
に
当
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
避
け
て
割
入
れ
て
い
た
よ

う
に
も
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
示
す
と
、
寛
政
三
年
七
月
一
一
八
日
、
本
多
伯
耆
守
が
参
勤
し
て
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
結

（
皿
）

果
、
当
勤
之
衆
は
七
名
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
翌
日
は
平
日
で
あ
り
、
翌
々
日
の
八
月
一
日
は
八
朔
の
行
事
が
あ
っ

て
詰
衆
は
一
統
出
仕
日
と
な
る
。
こ
こ
で
作
成
さ
れ
た
詰
日
割
で
本
多
伯
耆
守
が
割
入
れ
ら
れ
た
の
は
三
日
後
と

な
っ
て
お
り
、
翌
々
日
の
一
統
出
仕
日
を
避
け
て
の
割
入
れ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
寛
政
四
年
一
二
月
一
五
日
、
こ
の
日
は
土
屋
但
馬
守
と
久
世
隠
岐
守
と
が
半
年
代
の
参
勤
と
な
り
、
当
勤
之

〈
Ｍ
）

衆
と
し
て
割
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
一
一
名
も
含
め
た
当
勤
之
衆
は
一
一
一
名
。
翌
々
日
の
一
七
日
は
す
べ

て
の
詰
衆
に
対
し
て
紅
葉
山
参
詣
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
一
一
人
揃
っ
て
こ
ち
ら
も
三
日
後
の
割
入
れ
と
な
っ
て
い

る
○

７８

翌日 翌々日 三日後 四日後以降

2名’５９％ 15名|“､1％ 12名'35.3％ 5名'147％



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数通的考察 詰衆を例として

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
一
統
出
仕
日
は
詰
日
と
し
て
の
カ
ウ
ン
ト
は
し
な
い
性
格
の
も
の
と
し
て
の
認
識
が
強
か
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
土
屋
の
日
記
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
統
出
仕
日
に
詰
日
之
者
で
な
く
て
も
、
詰
日
割
で
予
定
さ
れ
て

い
る
詰
日
之
者
（
こ
れ
を
本
詰
と
称
し
て
い
る
）
が
何
ら
か
の
理
由
で
欠
勤
と
な
っ
た
と
き
殿
中
に
登
城
し
た
者
が
、
詰
日
心
得
と
称

し
て
詰
日
之
者
の
代
役
と
化
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
は
寛
政
八
年
一
二
月
一
五
日
、
こ
の
日
も
土
屋
但
馬
守
、
久
世
大
和
守
、
阿
部
播
磨
守
が
参
勤
の
上
、
詰
日
を
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
翌
々
日
の
一
七
日
に
は
、
先
ほ
ど
と
同
様
に
す
べ
て
の
詰
衆
に
対
し
て
紅
葉
山
参
詣
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
参
勤
し
た
三

名
が
割
入
れ
ら
れ
た
の
は
土
屋
と
久
世
が
三
日
後
、
阿
部
が
五
日
後
と
さ
れ
た
。

以
上
四
つ
の
事
例
を
見
る
と
、
や
は
り
翌
々
日
が
一
統
出
仕
日
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の
最
初
の
平
日
を
詰
日
に
割
り
当

て
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
当
勤
之
衆
が
多
く
存
在
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

と
く
に
毎
年
六
月
の
参
勤
交
代
期
に
は
、
わ
ず
か
数
日
の
差
で
は
あ
る
が
参
勤
者
と
僅
か
数
日
後
に
御
暇
を
受
け
る
者
と
が
同
時
に
当

勤
之
衆
と
な
っ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
た
め
、
瞬
間
的
に
当
勤
之
衆
の
人
数
が
多
く
な
る
。
こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
る
詰
日
割

は
、
参
勤
者
を
翌
日
の
詰
日
へ
割
入
れ
た
り
、
四
人
詰
の
組
合
せ
が
見
ら
れ
た
り
と
、
先
述
の
事
例
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
例
も
見
受
け

ら
れ
る
。

で
は
こ
こ
か
ら
は
最
も
件
数
の
多
い
不
定
期
的
要
因
に
よ
る
詰
日
割
入
れ
の
方
法
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。
土
屋
の
日
記
中
で

確
認
で
き
る
不
定
期
的
要
因
に
よ
る
割
入
れ
は
前
掲
表
４
か
ら
も
分
か
る
通
り
四
七
件
で
、
そ
の
う
ち
の
七
五
％
ほ
ど
は
病
や
体
の
痛

五
病
等
か
ら
の
復
帰
時
の
詰
日
割
入
れ
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表６ 病等からの詰日復帰における割入れ箇所翌
々
日
が
詰
日
と
さ
れ
て
い
る
事
例
の
八
件
中
七
件
に
お
い
て
共
通
し
た
現
象
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
先
の
参
勤
に
よ
る
詰
日
の
勤

め
始
め
と
同
様
に
廻
状
到
来
の
翌
日
は
一
統
出
仕
日
で
あ
っ
た
。
一
統
出
仕
日
を
避
け
て
の
平
日
へ
の
割
入
れ
は
病
等
の
快
復
か
ら
の

勤
務
再
開
で
あ
っ
て
も
共
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
日
後
の
割
入
れ
と
な
る
一
件
で
は
、
こ
れ
が
文
言
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

〈
胆
）

一
般
的
な
詰
日
割
の
例
示
と
し
て
の
意
味
も
含
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
。

｜
朽
木
隠
岐
守
今
日
６
出
勤
一
一
付
、
戸
田
因
幡
守
６
詰
日
割
・
助
順
・
並
急
助
順
書
付
添
廻
状
到
来
、
土
井
能
登
守
合
到
来
、
牧

翌
々
日
が
詰
日
と
さ
れ
て
い
る
事
例
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
土
屋
の
日
記
か
ら
拾
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た

レユ
｡

野
内
膳
江
差
遣
候
事

国文学研究資料館蔵「常陸pErLiiii土屋家文Tl:」によ
り作成

み
な
ど
、
体
調
不
良
を
訴
え
て
詰
日
の
勤
め
を
断
っ
て
い
た
者
が
快
復
し
て
、
そ
の
勤
め
に
復
帰
す
る
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
一
一
二
件
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
も
注
目
す
る
の
は
快
復
宣
言
後
に
出
さ
れ
る
詰
日
割
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
何
日
目
に
割
入
れ
ら
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

表
６
の
結
果
か
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。
先
ほ
ど
ま
で
見
て
い
た
定
期
的
要
因
に
よ
る
割
入
れ
箇
所
の
割
合
と
は
異

な
る
数
字
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
参
勤
後
に
最
初
の
詰
日
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
の
は
廻
状
到
来

の
翌
々
日
で
、
半
数
近
く
が
そ
う
で
あ
り
、
翌
々
日
が
一
統
出
仕
日
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
避
け
て
い
た
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
参
勤
後
の
最
初
の
詰
日
は
回
状
到
来
の
翌
々
日
と
し
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
の
に

対
し
、
病
等
の
不
調
か
ら
の
復
帰
で
は
七
割
強
が
翌
日
か
ら
詰
日
を
勤
め
る
よ
う
に
割
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
で
は
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翌日 翌々日 三日後以降

23件’719％ ８件 250％ 1件’3.1％



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数量的考察 詰衆を例として

ま
ず
着
目
し
た
い
の
は
「
今
日
６
出
勤
」
と
な
っ
た
直
後
に
詰
日
割
が
作
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
詰
日
の
勤
務
に
復
帰
で
き
る
別

十
二
月
小

間
若
狭
守

朔
日
能
登
守

（
中
略
）

（
後
略
）

朽
木
隠
岐
守
痂
積
快
二
付
今
日
よ
り
出
勤
、
詰
日
・
助
共
可
被
相
勤
旨
廻
状
致
到
来
候
、
依
之
詰
日
割
・
助
順
並
急
助
順
書
付

壱
通
相
廻
候
、
尤
同
人
詰
日
割
入
之
義
、
明
朔
日
出
仕
日
、
明
後
二
日
琉
球
人
登
城
之
由
、
左
候
得
者
一
統
出
仕
日
兼
而
申
合

之
通
、
両
日
相
除
翌
三
日
６
割
入
申
候
、
思
召
無
御
座
侯
ハ
、
廻
状
御
順
達
、
留
之
従
御
方
御
返
却
可
被
下
候
、
以
上

十
一
月
晦
日
戸
田
因
幡
守

隠
岐
守

三
日
因
幡
守

廻
状

戸
田
因
幡
守

詰
日
割
・
助
順
並
急
助
順
書
付
添

下
野
守

四
日
山
城
守

石
若
狹
守

修
理
大
夫

二
日
自
分

内
膳
正



状
態
が
周
知
さ
れ
れ
ば
即
時
に
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
病
か
ら
の
復
帰
と
錐
も
、
病
み
上
が
り
を
考
慮
す
る
よ
う
な
状
況
は
見
ら
れ
な

い
。
逆
を
い
え
ば
、
す
ぐ
に
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
態
に
ま
で
快
復
し
な
い
限
り
は
復
帰
し
て
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
と
い
う
宣
言
は
し

な
か
っ
た
と
い
う
事
も
で
き
る
。
ま
た
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
朽
木
の
割
入
れ
に
つ
い
て
戸
田
が
説
明
を
加
え
て
い
る
点
で

「
明
朔
日
出
仕
日
、
明
後
二
日
琉
球
人
登
城
」
の
た
め
に
一
統
出
仕
日
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
は
「
兼
而
申
合
之
通
」
り
、
こ
れ
ら
の
日

を
除
い
た
「
翌
三
日
」
か
ら
割
入
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
十
一
月
晦
日
で
あ
る
た
め
、
翌
日
は
朔
日
で
あ
り
、
毎
月
朔
日
は
詰

日
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
詰
衆
が
登
城
す
る
一
統
出
仕
日
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
の
十
二
月
二
日
も
ま
た
琉
球
人
が
登
城
す

る
こ
と
に
よ
り
一
統
出
仕
す
る
よ
う
事
前
に
通
知
が
き
て
お
り
、
二
日
続
け
て
の
一
統
出
仕
日
と
な
る
。
戸
田
は
こ
の
両
日
に
は
朽
木

を
割
入
れ
な
い
判
断
を
下
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
新
た
に
当
勤
之
衆
と
な
っ
た
場
合
、
本
来
な
ら
ば
廻
状
が
届
い
た
翌
日
が
詰
日
に

な
る
よ
う
に
割
入
れ
た
詰
日
割
と
な
る
と
こ
ろ
、
一
統
出
仕
日
を
理
由
に
回
避
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
一
統
出
仕
日
を

避
け
る
こ
と
は
「
兼
而
申
合
」
わ
せ
た
通
り
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
詰
衆
内
に
お
い
て
詰
日
割
に
割
入
れ
る
と
き
に
は
一
定
の
約
束

事
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
つ
が
こ
こ
で
い
う
一
統
出
仕
日
を
避
け
て
割
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
何
故
一
統
出
仕
日
を
避
け
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
述
の
通
り
一
統
出
仕
日
は
ど
の
詰
衆
も
登
城
の

対
象
と
な
り
、
そ
れ
が
詰
日
に
当
た
っ
て
い
た
場
合
に
も
詰
日
心
得
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
が
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
一
統
出
仕
日
に
お
け
る
詰
日
と
は
誰
も
が
出
仕
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
誰
が
詰
日
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
か
の
分
別
は

そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
平
日
勤
務
と
い
う
詰
日
の
勤
め
を
詰
衆
内
で
均
等
に
勤
務
す
る
よ
う

に
、
何
れ
か
の
み
が
詰
日
を
多
く
勤
め
た
り
、
逆
に
少
な
い
詰
日
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
仕
組
み

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
詰
衆
に
お
け
る
そ
の
平
日
勤
務
数
の
実
態
は
区
々
で
あ
り
、
日

数
の
面
で
す
べ
て
平
等
な
勤
務
実
態
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。
体
制
と
し
て
は
平
等
さ
を
備
え
つ
つ
も
実
質
的
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江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数量的考察 詰衆を例として
こ
の
ほ
か
の
事
例
か
ら
も
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
れ
よ
り
後
寛
政
三
年
一
月
一
四
日
に
酒
井
修
理
大
夫
よ
り
詰
日
の
勤
め
に

（
Ⅳ
）

（
旧
）

復
帰
す
る
廻
状
が
順
達
さ
れ
た
。
酒
井
は
前
年
の
一
一
一
月
一
一
一
一
日
に
病
を
理
由
に
詰
日
を
断
る
廻
状
を
差
し
出
し
て
お
り
、
一
一
一
一
日
間

の
休
養
を
経
て
の
復
帰
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
酒
井
の
割
入
れ
に
つ
い
て
先
の
戸
田
に
よ
る
説
明
の
よ
う
な
文
言
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

（
円
）

が
、
酒
井
の
割
入
れ
は
廻
状
到
来
か
ら
翌
々
日
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
場
〈
ロ
も
翌
日
が
一
五
日
で
あ
り
、
詰
衆
に
お
け
る
毎
月
の
一
統

出
仕
日
の
う
ち
の
一
つ
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
を
避
け
て
の
割
入
れ
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

廻
状
到
来
の
翌
日
に
割
入
れ
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
そ
の
後
の
松
平
備
前
守
の
復
帰
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
松
平

備
前
守
が
い
つ
か
ら
詰
日
を
断
っ
て
い
た
か
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
’
二
月
二
五
日
に
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
態
に
快

（
釦
）

（
副
）

復
し
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
当
日
中
に
戸
田
が
詰
日
割
を
改
正
し
、
詰
日
之
者
へ
周
知
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
詰
日
割
を
見
る
と

｛”一｝

松
平
備
前
守
の
詰
日
は
廻
状
到
来
の
翌
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
土
屋
但
馬
の
日
記
か
ら
も
一
一
六
日
が
一
統
出
仕
日
で
あ
っ
た
と
い
う

記
載
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
先
の
朽
木
隠
岐
守
復
帰
に
お
け
る
戸
田
の
説
明
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
一
統
出
仕
日
を
除
い
た
初
日
に

割
入
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
の
後
も
病
か
ら
の
快
復
に
よ
り
詰
日
に
復
帰
す
る
例
を
見
て
い
く
と
、
や
は
り
一
統
出
仕
日
を

除
い
た
初
日
に
割
入
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
病
か
ら
の
詰
日
勤
務
復
帰
で
は
、
そ
の
最
初
の
詰
日
に
当
た
っ
て
は
一
統
出
仕
日
を
避
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
病
か
ら
の
復
帰
で
は
翌
日
に
割
入
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
不
定
期
的
要
因
の
病
等
か
ら
の
復
帰
に
次
い
で
多
く
の
事
例
が
確
認
で
き
た
忌
明
け
に
よ
る
詰
日
の
再
開
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
土
屋
の
日
記
か
ら
確
認
で
き
る
一
五
件
を
見
る
と
、
そ
の
う
ち
一
三
件
が
翌
日
へ
の
割
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
一
一

件
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
と
同
様
に
翌
日
が
一
統
出
仕
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
忌
明
け
か
ら
の
詰
日
勤
務
復
帰
に
よ

に
は
個
人
差
が
生
じ
て
い
た
。
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る
割
入
れ
は
廻
状
到
来
の
翌
日
を
基
本
と
し
、
翌
日
が
一
統
出
仕
日
で
あ
れ
ば
、
翌
々
日
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
詰
日
の
勤
務
を
再
開
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ど
う
い
っ
た
理
由
（
事
情
）
か
ら
復
帰
す
る
か
に
よ
っ
て

そ
の
割
入
れ
る
日
が
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
日
光
参
詣
か
ら
の
帰
府
を
含
め
た
参
勤
の
場
合
に
は
翌
々
日
、
病
や
忌

か
ら
の
復
帰
の
場
合
は
翌
日
と
い
う
大
き
く
二
通
り
の
割
入
れ
方
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
う
い
っ
た
事
情
に

せ
よ
、
そ
の
割
入
れ
日
が
一
統
出
仕
日
な
ら
ば
、
そ
の
日
を
避
け
る
形
で
後
に
延
ば
し
て
の
対
応
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
で

あ
っ
た
以
前
よ
り
語
衆
内
で
取
り
決
め
て
い
た
申
合
に
お
い
て
、
一
統
出
仕
日
を
除
い
て
割
入
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
統
出
仕
日
と
い
う
名
の
通
り
、
詰
衆
が
総
じ
て
登
城
す
る
こ
と
が
い
わ
ば
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
日
で
あ

り
、
そ
の
日
が
詰
日
に
当
た
っ
て
い
る
如
何
を
問
わ
ず
、
詰
日
の
勤
め
を
果
た
し
た
な
ら
ば
詰
日
心
得
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
の
代
わ

り
に
も
な
っ
た
。
逆
説
的
に
言
え
ば
こ
の
日
の
詰
日
は
正
規
の
詰
日
と
は
異
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
詰
日
割
か
ら
名
前
が
除
外
さ
れ
る
場
合
を
考
え
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
詰
日
割
が
改
め
ら
れ
る
機
会

と
し
て
、
御
暇
、
病
等
の
不
調
、
服
忌
に
よ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
こ
の
三
要
因
を
見
て
い
く
。
先
に
見
て
き
た
参
勤
に
よ

る
割
入
れ
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
し
て
御
暇
に
よ
る
詰
日
割
か
ら
の
除
名
が
あ
る
。
土
屋
の
日
記
か
ら
も
二
月
の
半
年
代
大
名
や
、
六

月
の
一
年
交
代
大
名
の
御
暇
を
受
け
た
姿
を
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
大
坂
加
番
に
よ
る
御
暇
で
あ
る
。

土
屋
の
日
記
か
ら
は
寛
政
四
年
の
三
浦
志
摩
守
、
五
年
の
板
倉
伊
予
守
、
八
年
の
三
浦
志
摩
守
と
土
井
能
登
守
、
九
年
の
内
藤
大
和
守

の
四
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

六
詰
日
割
か
ら
の
除
名
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ま
ず
は
、
こ
の
う
ち
寛
政
四
年
の
三
浦
志
摩
守
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
大
坂
加
番
と
し
て
御
暇
が
出
さ
れ
る
の
は
七

月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
幕
府
か
ら
は
そ
れ
よ
り
五
か
月
前
に
通
達
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
は
一
月
二
八
日
に
三
浦
は
呼
び
出
さ
れ
て

（
幻
）

大
坂
加
番
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
当
勤
之
衆
へ
廻
状
に
て
周
知
さ
せ
て
い
る
。

｜
三
浦
志
摩
守
よ
り
之
廻
状
、
今
夜
四
シ
時
前
到
来
、
左
之
通

拙
者
義
昨
夕
御
老
中
連
名
之
奉
書
到
来
、
今
日
致
登
城
候
処
、
当
秋
大
坂
加
番
、
内
藤
右
近
将
監
代
被
仰
付
、
難
有
奉
存

候
、
右
之
段
為
可
得
御
意
如
此
御
座
侯

三
浦
志
摩
守
は
通
常
で
あ
れ
ば
子
・
寅
・
辰
・
午
・
申
・
戌
歳
の
六
月
に
御
暇
と
な
る
た
め
、
こ
の
年
の
六
月
半
ば
に
は
同
じ
く
子

…
歳
に
御
暇
を
受
け
る
詰
衆
と
同
時
に
御
暇
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
坂
加
番
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
故
に
六
月
半
ば
に
は

御
暇
と
な
ら
ず
、
七
月
一
日
に
な
っ
て
大
坂
へ
の
御
暇
と
い
う
形
を
と
り
、
そ
の
場
合
に
も
詰
日
割
が
作
り
直
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
大
坂
加
番
ほ
ど
の
期
間
で
は
な
い
も
の
の
、
日
光
へ
の
参
詣
に
伴
う
詰
日
割
か
ら
の
除
名
が
あ
り
、
在
府
し
て
い
な
い
間
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
詰
日
の
勤
め
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

次
に
病
や
服
忌
に
伴
う
詰
日
割
か
ら
の
除
名
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
病
な
ど
の
不
調
、
あ
る
い
は
服
忌
を
理
由
に
詰
日
を
断
る

際
に
は
、
や
は
り
復
帰
の
場
合
と
同
様
に
廻
状
を
送
っ
て
そ
れ
を
周
知
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
詰
日
割
が
改
正
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
時
の
組
合
せ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
割
入
れ
の
と
き
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
何
ら
か
の
取
り
決
め
が
あ
っ
て
の
組
み
直
し
と

い
う
も
の
ま
で
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
詰
日
を
三
人
で
勤
め
る
三
人
詰
の
班
か
ら
一
人
が
除
名
と
な
る
と
き
に
は
あ
え
て
作

り
直
す
こ
と
は
せ
ず
に
、
対
象
者
の
名
前
だ
け
を
除
い
て
、
他
の
組
に
は
手
を
加
え
ず
に
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
使
用
す
る
例
が
見
ら
れ

る
。
寛
政
一
○
年
一
月
二
○
日
、
阿
部
伊
勢
守
が
産
穣
の
た
め
除
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
語
日
割
に
お
い
て
阿
部
伊

勢
守
は
土
屋
但
馬
守
・
大
岡
主
膳
正
と
と
も
に
三
人
詰
の
班
で
あ
る
。
前
々
日
の
一
八
日
に
大
久
保
山
城
守
か
ら
の
体
調
が
回
復
に
向
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（
鋼
）

か
つ
た
こ
と
が
周
知
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
詰
口
凹
割
が
改
正
と
な
っ
た
上
で
、
永
井
日
向
守
か
ら
発
給
さ
れ
た
。
そ
の
わ
ず
か
一
一
日
後
の

事
態
で
あ
る
。
こ
の
と
き
永
井
日
向
守
か
ら
「
詰
日
割
、
伊
勢
守
名
前
相
除
候
迄
一
一
而
居
置
候
」
と
の
一
文
を
入
れ
た
廻
状
が
達
せ
ら

（
蚕
）

れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
同
年
一
一
月
一
一
一
一
日
に
も
一
一
一
浦
志
摩
守
の
親
類
が
亡
く
な
り
、
当
人
よ
り
忌
服
之
覚
と
し
て
翌
日
ま
で
忌
中

（
麓
）

期
間
と
な
る
廻
状
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
永
井
日
向
守
か
ら
も
廻
状
が
出
さ
れ
、
や
は
ｈ
ソ
そ
の
文
面
に
は
「
同
人
名
前
相
除
候

（
汐
）

迄
二
而
是
迄
之
通
居
置
候
」
と
詰
日
割
を
改
め
て
作
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
上
記
一
一
例
で
は
永
井
日
向
守
に
よ
っ
て
詰
口
ｕ
割
を
改

正
せ
ず
に
現
行
の
も
の
か
ら
該
当
者
を
除
名
す
る
の
み
で
対
応
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
一
統
出
仕
日
が
絡
ん
で
く
る
と
、
割
入
れ
の
場

合
と
同
様
に
「
詰
日
割
相
直
、
酒
井
修
理
６
廻
状
指
出
可
申
侯
処
、
今
日
者
同
席
一
統
出
仕
日
一
一
付
、
於
殿
中
申
談
、
同
人
忌
明
迄

語
日
割
差
支
無
之
候
一
一
付
、
是
迄
之
通
詰
日
割
居
置
申
候
」
と
同
席
衆
で
の
話
し
合
い
の
上
で
取
り
決
め
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

〈
羽
〉

た
い
。

（
鉛
）

フ
Ｃ
Ｏ本
節
の
最
後
に
寛
政
五
年
二
月
二
七
日
に
詰
衆
内
に
お
い
て
な
さ
れ
た
詰
日
出
仕
断
に
関
す
る
新
た
な
取
り
決
め
に
つ
い
て
紹
介
し

及右但
申同同
間断断
敷之

曇節

一
病
気
一
一
而
引
込
候
節
、
日
数
縦
四
十
日
一
一
お
よ
ひ
候
ハ
、
、
御
用
番
出
仕
断
之
義
、
両
度
申
達
侯
迄
ハ
不
及
出
勤
候
事

但
同
席
江
断
斗
二
而
相
済
候
出
仕
日
之
義
ハ
本
文
日
数
之
内
一
一
何
度
有
之
候
而
も
相
除
候
事

一
右
同
断
之
節
、
御
用
番
江
出
仕
断
之
義
及
三
度
候
ハ
、
、
日
数
ハ
縦
三
十
日
餘
二
而
も
出
勤
之
節
者
、
御
用
番
江
可
及
直
勤
候

事

御
用
番
江
出
仕
断
之
義
及
四
、
五
度
二
お
よ
ひ
候
ハ
、
、
日
数
ハ
縦
三
十
日
二
満
不
申
候
節
ハ
是
又
直
勤
直
勤
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江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数最的考察 詰衆を例として

不
快
之
節
日
数
一
一
不
拘
、
詰
日
五
度
迄
ハ
頼
合
可
申
侯
、
或
ハ
頼
合
等
出
来
不
致
候
節
者
、
助
立
二
而
も
五
度
迄
ハ
詰
日
・
助
共

一
一
断
申
間
敷
候
、
五
度
頼
合
候
而
も
未
快
無
之
候
ハ
、
、
詰
日
・
助
共
断
之
廻
状
差
出
可
申
候
事

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
病
気
等
で
引
込
と
な
っ
て
い
た
状
況
か
ら
の
快
復
時
の
対
応
が
各
人
区
々
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
互
い
の
意
識

を
統
一
さ
せ
る
た
め
に
取
り
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
を
設
け
た
い
が
、
詰
日
・
助
詰
・
急
助
詰
の
断
を
発
す
る
に
は

五
回
ま
で
何
等
か
の
手
段
を
講
じ
て
で
き
る
だ
け
断
り
と
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
対
応
か
と
思
わ
れ
る
。

詰
日
の
勤
務
実
態
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
詰
日
割
に
基
づ
い
た
勤
務
だ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
と
実
態

｛
釦
）

と
の
整
合
性
は
決
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
詰
日
割
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し

ろ
そ
の
構
造
を
掴
む
こ
と
で
よ
り
詰
日
と
い
う
平
日
の
勤
務
を
鮮
明
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
士
屋
但
馬
守
の
日
記

に
写
し
残
さ
れ
て
い
る
一
三
八
通
の
詰
日
割
を
、
そ
の
構
造
面
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
み
た
い
。
ま
ず
目
を
向
け
な
く
て
な
ら
な

い
の
は
詰
日
を
何
人
で
勤
め
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
で
あ
ろ
う
。
先
に
見
た
奏
者
番
や
大
番
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
名
程
度
、
一
二
名
と

い
う
人
員
で
回
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
実
態
と
し
て
は
病
や
忌
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、
そ
れ
よ
り
少
な
い
人
数
で
の

当
番
・
勤
番
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
実
人
数
を
こ
こ
で
示
す
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
奏
者
番
と
大
番
頭
に
つ
い
て
は
参
考
値
と

七
詰
日
割
の
構
造

但
同
断

惣
而

丑
二
月

御
成
一
一
付
而
も
届
断
等
其
数
二
不
加
候
事
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そ
れ
で
は
も
う
少
し
詳
し
く
こ
の
平
均
九
名
と
い
う
数
を
考
え
て
み
た
い
。
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
者
、
即
ち
当
勤
之
衆

と
称
さ
れ
る
集
団
は
多
い
と
き
で
一
五
名
に
も
な
っ
た
。
こ
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、
詰
衆
全
体
の
お
よ
そ
半
数
が
詰
日
を
勤
め
ら
れ

る
状
況
下
に
あ
っ
た
期
間
が
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
に
は
参
勤
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
る
特
殊
な

事
情
が
隠
れ
て
い
る
。
当
勤
之
衆
が
一
○
名
を
越
え
る
よ
う
な
時
期
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
て
、
一
つ
に
は
先
述
の
通
り
在
府
し
て

表
７
（
巻
末
掲
載
）
は
一
三
八
通
の
語
日
割
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
「
組
」
と
は
両
人
詰
、
一
二
人
詰
あ
る
い
は
四
人
詰

の
組
が
い
く
つ
設
け
ら
れ
て
い
た
か
を
、
「
当
勤
」
欄
は
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
者
（
当
勤
之
衆
）
が
何
名
い
た
か
を
、
さ

ら
に
「
型
」
は
後
述
す
る
が
、
当
該
の
詰
日
割
が
一
巡
す
る
間
に
何
度
詰
日
を
勤
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
か
を
独
自
に
類
型
化
し

た
も
の
で
、
Ｉ
型
は
語
日
割
が
一
巡
す
る
間
に
一
度
だ
け
勤
務
す
る
体
系
で
、
Ⅱ
型
は
一
巡
す
る
間
に
二
日
勤
務
す
る
も
の
、
▲
印
は

上
記
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
特
殊
型
で
あ
る
。
ま
た
、
両
人
語
・
三
人
詰
・
四
人
語
の
各
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
が
ど
れ
だ

け
の
数
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
詰
日
割
番
号
一
番
で
は
両
人
詰
が
二
組
、
三
人
語
が
一
一
組
の
計
四
組
で
構

成
さ
れ
、
．
そ
の
当
勤
之
衆
は
（
二
（
人
詰
）
ｘ
一
一
（
組
）
）
＋
（
一
一
一
（
人
詰
）
×
一
一
（
組
）
）
ｘ
１
（
Ｉ
型
）
Ⅱ
一
○
名
と
な
る
。

写
し
と
ら
れ
た
一
三
八
通
の
詰
日
割
を
み
る
と
、
一
通
当
た
り
の
詰
日
割
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
平
均
し
て
九
名
ほ
ど
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
つ
ま
り
は
詰
衆
全
体
と
し
て
は
三
○
名
前
後
が
存
在
し
て
い
た
が
、
実
際
に
詰
日
を
勤
め
ら
れ
る
状
態
に
あ
っ

た
の
は
、
そ
の
三
分
の
一
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
を
示
す
原
因
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
、
そ
も
そ
も

在
府
し
て
い
な
け
れ
ば
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
参
勤
交
代
が
課
さ
れ
て
い
る
以
上
は
武
鑑
に
表
れ
て
い
る
す
べ
て
の
詰
衆

が
一
同
に
会
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
各
人
の
体
調
や
忌
服
関
係
で
の
出
入
り
が
あ
る
た
め
、
勤
め
ら
れ
る
人
物
は
さ
ら
に
紋
ら
れ

し
て
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

る
。
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詰衆を例として江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数趾的考察

い
る
詰
衆
が
多
く
な
る
時
期
、
即
ち
半
年
代
の
者
の
在
府
が
重
な
る
一
二
月
中
旬
か
ら
二
月
中
旬
ま
で
の
間
で
あ
る
。
続
い
て
最
も
多

く
な
る
の
が
六
月
の
参
勤
・
御
暇
の
時
期
で
、
御
暇
を
受
け
る
よ
り
も
前
に
参
勤
者
が
詰
日
を
再
開
す
る
廻
状
を
差
し
出
す
こ
と
に
よ

り
、
瞬
間
的
に
で
は
あ
る
が
当
勤
之
衆
の
人
数
が
最
大
値
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
最
大
数
と
な
っ
た

数
日
後
に
は
、
御
暇
を
受
け
て
江
戸
を
発
つ
者
が
出
る
た
め
、
最
大
数
を
示
し
た
詰
日
割
が
長
く
運
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
も
な

く
詰
日
割
は
改
正
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
こ
の
六
月
参
勤
時
に
作
成
さ
れ
る
詰
日
割
に
は
、
他
の
時

期
に
は
な
い
割
り
当
て
方
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
通
常
は
二
名
で
勤
め
る
両
人
詰
や
三
人
で
行
う
三
人
詰
が
基
本
で
あ
る
の
に
、
四
人
詰
と
な
る
組
が
設
け

（
狐
）

ら
れ
て
い
た
り
、
一
通
の
誌
日
割
の
中
で
は
特
定
の
人
物
が
偏
っ
た
日
数
を
詰
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
誰
も
が
平
等
な
配
当
と
な
っ

（
兜
）

て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
人
物
が
一
一
日
勤
め
る
と
こ
ろ
を
一
一
一
日
勤
め
る
人
物
が
い
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
り
と
、
御
暇
と
な
る
こ
と
に

よ
り
効
力
を
失
う
こ
と
を
見
越
し
て
作
成
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
面
も
あ
る
。
当
然
こ
の
場
合
に
は
御
暇
を
受
け
る
者
が
い
て

詰
日
割
が
改
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
日
以
降
に
つ
い
て
顕
著
と
な
る
。

（
卿
）

例
え
ば
寛
政
一
一
一
年
七
月
一
一
六
日
に
久
世
隠
岐
守
が
体
調
不
良
と
な
り
、
以
後
の
詰
日
を
断
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
永
井
日

向
守
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
詰
日
割
を
み
る
と
、
表
８
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
と
き
の
当
勤
之
衆
は
阿
部
伊
勢
守
・
土
屋
但
馬
守
・
増
山
河
内
守
・
三
浦
志
摩
守
・
永
井
日
向
守
の
五
名
。
詰
日
割
で
は
翌
日

の
二
七
日
か
ら
来
月
朔
日
ま
で
の
割
り
当
て
と
な
っ
て
い
る
。
五
名
で
勤
務
を
こ
な
す
た
め
、
二
名
で
一
組
と
な
っ
た
班
を
五
つ
示
し

て
、
一
つ
の
サ
イ
ク
ル
で
全
員
が
二
日
ず
つ
勤
め
る
よ
う
な
詰
日
割
が
作
成
さ
れ
る
の
が
他
で
も
見
ら
れ
る
一
方
で
、
こ
こ
で
は
四
日

後
の
来
月
朔
日
ま
で
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
仮
に
こ
の
ま
ま
の
詰
日
割
で
来
月
二
日
以
降
も
運
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
二
日

は
再
び
伊
勢
守
と
但
馬
守
の
両
人
詰
で
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
二
八
日
が
月
次
の
一
統
出
仕
日
と
な
っ
て
い
る
た
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表８寛政３年７月２６日作成の詰日割

国文学研究資料航蔵「常陸国土浦土屋家文杏」により作成

ま
た
参
勤
交
代
と
は
絡
ん
で
こ
な
い
が
同
様
の
例
と
し
て
、
寛
政
四
年
二
月
一
一
○
日
、
本
多
伯
耆
守
が
産
穣
の
た

（
麺
）

め
に
詰
日
を
断
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
改
正
で
は
本
多
伯
耆
守
は
一
一
六
日
ま
で
が
忌
み
期
間
の
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
割
り
当
て
を
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
当
勤
之
衆
は
七
名
で
あ
り
、
二
名
ず
つ
の
組
が
六

つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
士
屋
但
馬
守
だ
け
が
こ
の
六
日
間
の
中
で
一
日
し
か
詰
日
を
勤
め
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
は
二
六
日
に
な
れ
ば
本
多
伯
耆
守
が
忌
明
け
と
な
っ
て
復
帰
す
る
た
め
二
七
日
以
降
に
つ
い

て
は
そ
の
際
に
改
め
て
詰
日
割
を
作
成
し
直
す
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
は
こ
れ
が
二
六
日
ま

｛
銘
）

で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
二
浦
志
摩
守
が
産
穣
の
た
め
忌
中
と
な
り
詰
日
割
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
不
規
則
な
詰
日
割
を
紹
介
し
た
い
。
寛
政
四
年
四
月
二
四
日
、
土
屋
但
馬
守
が
日
光
名
代
の
役

（
釘
）

目
を
終
え
て
詰
日
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
作
成
さ
れ
た
詰
日
割
は
表
９
の
通
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
一

組
に
二
名
ず
つ
が
入
り
、
そ
れ
が
四
班
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
あ
る
名
前
を
確
認
す
る
と
、
永
井
日

向
守
と
内
藤
銀
次
郎
の
一
一
名
は
重
複
し
て
詰
日
割
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
一
巡
目
の
二
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
は
他

の
語
日
割
と
変
わ
り
は
な
い
。
だ
が
、
五
日
後
の
二
九
日
に
詰
日
に
当
た
る
の
は
四
組
一
班
な
の
で
、
詰
日
割
に
あ

る
一
組
目
の
永
井
日
向
守
と
内
藤
銀
次
郎
と
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
、
二
組
目
の
牧
野
備
中
守
と
本
多
伯
耆
守
と
ざ

め
、
そ
こ
で
当
勤
之
衆
が
話
し
合
っ
て
詰
日
割
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に

は
二
八
日
に
は
一
統
出
仕
日
で
あ
る
と
同
時
に
本
多
伯
耆
守
が
参
勤
の
御
礼
を
行
い
、
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

（
訓
）

た
た
め
、
華
叩
日
割
は
改
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詰
日
割
は
八
月
一
一
日
か
ら
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
先
に
出
さ
れ
た

も
の
か
ら
そ
の
ま
ま
日
程
を
引
き
継
い
で
、
二
七
日
か
ら
を
通
し
て
見
る
と
誰
も
が
均
等
に
勤
め
る
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
る
。

,0

寛政３年７月２６日付

詰日割

２７日

伊勢守|但馬守

２８日

志摩守|河内守

２９日

伊勢守｜日向守

朔日

河内守|但馬守



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数逓的考察一詰衆を例として－
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れ
、
翌
五
月
朔
日
は
三
組
目
の
士
屋
但
馬
守
と
内
藤
銀
次
郎
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
詰
日
割
で
示
し
て
い
な
い
五
月
二

日
以
降
は
ど
の
よ
う
に
詰
め
る
も
の
と
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う

か
。
土
屋
の
日
記
か
ら
判
断
し
、
筆
者
に
よ
る
疑
定
の
上
で
の
詰

日
割
運
用
を
示
し
た
の
が
表
皿
で
あ
る
（
表
中
（
）
内
の
日
付

が
筆
者
に
よ
る
疑
定
）
。

土
屋
は
登
城
し
た
際
に
は
そ
れ
が
詰
日
で
あ
る
か
一
統
出
仕
で

あ
る
か
と
い
っ
た
記
述
や
、
詰
日
の
場
合
の
相
詰
が
誰
で
あ
っ
た

か
と
い
う
点
も
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
土
屋
が
詰
日
と
し
て
登
城

し
た
の
は
五
月
四
日
、
七
日
、
一
三
日
と
さ
れ
、
一
○
日
も
詰
日

と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
三
浦
志
摩
守
と
差
替
え
て
い
て
、

こ
の
四
日
間
に
つ
い
て
の
相
詰
は
す
べ
て
内
藤
銀
次
郎
と
な
っ
て

〈
郷
）

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
表
９
に
あ
る
詰
日
割
の
第
一
二
組
目
の
班
に
つ

い
て
は
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
次
に
土
屋
の
五

月
八
日
の
記
事
か
ら
、
翌
日
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
急
助
心
得

を
内
藤
銀
次
郎
に
変
更
し
て
も
ら
っ
た
旨
の
連
絡
を
九
日
の
詰
日

（
”
）

で
あ
る
本
多
伯
耆
守
と
牧
野
備
中
守
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
九
日
の
詰
日
は
本
多
と
牧
野
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

’１

寛政４年４月２４日付

誌日割

２５日

日向守｜銀次郎

２６日・２９日

備中守|伯耆守

２７日・５月朔I］

但馬守|銀次郎

２８日

日向守 摩守

日向守 2５２８（２）（５）（８）１１（14）

銀次郎 2５２７１４７１０１３（15）

備中守 2６２９（３）（６）９（12）

伯寄守 2６２９（３）（６）９（12）

但馬守 2７１４７１０１３（15）

志摩守 2８（２）（５）（８）１１（14）

寛政４年４月２４日付

急助心得

備中守

2５

但馬守

2６

日向守

2７

伯耆守

2８

銀次郎

2９

志庶守

１

※蕊者疑定
(2)

(8)

(3)

(9)

(4)

(10）

(5)

(11）

(6)

(12）

(7)

(13）
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国文学研究資料館蔵「常陸国土浦土屋家文継」によ
り作成

国文学研究資料館蔵「常陸同十浦土屋家文
谷」により作成

る
。
さ
ら
に
一
一
日
に
は
三
浦
志
摩
守
の
「
為
返
詰
登
城
」
し
、
「
相
詰
永
井
日
向
守
」
で
あ
っ
た
こ
と

（
㈹
）

か
ら
、
一
一
一
浦
志
摩
守
と
永
井
日
向
守
の
組
み
△
ロ
わ
せ
で
、
詰
日
割
の
第
四
組
目
の
通
り
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
に
よ
り
七
日
か
ら
一
○
日
ま
で
の
詰
日
勤
務
予
定
者
は
当
該
詰
日
割
の
第
二
組
目
か
ら
第
四

組
目
を
経
て
再
び
第
二
組
目
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
遡
っ
て
二
日
か
ら
六
日
ま
で
適

用
さ
せ
る
と
、
表
皿
の
通
り
と
な
り
、
急
助
心
得
と
照
合
し
て
も
各
人
が
詰
日
と
重
複
す
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
四
月
二
五
日
の
み
が
特
殊
な
組
合
せ
と
な
り
、
二
六
日
以
降
は
第
二
組
か
ら
第
四
組
に
て
輪
番
さ
せ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
不
規
則
な
語
日
割
が
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
時

的
な
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
詰
日
割
上
は
ど
の
当
勤
之
衆
も
等
し
い
詰
日
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
一
組
当
た
り
何
人
の
詰
衆
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
か
、
つ
ま
り
は
何
人
詰
で
勤

め
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
想
定
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
表
皿
は
詰
日
割
か
ら
抽
出
し
た
何
人
詰
班

が
ど
れ
だ
け
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
寛
政
期
に
あ
っ
て
は
そ
の

多
く
が
両
人
詰
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
三
人
詰
が
四
分
の
一
強
ほ
ど
で
、
ほ
ぼ
両
人
詰
と
三
人
詰
の
組

合
せ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
四
人
詰
と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
詰
日
割
作

成
時
に
お
け
る
特
異
例
と
同
様
に
、
ま
も
な
く
訪
れ
る
一
統
出
仕
日
を
見
越
し
て
、
い
わ
ば
仮
定
的
に
配
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
四
人
で
詰
日
を
勤
め
て
い
る
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
多
く
の
場
合
、
｜
巡
す
る
間
に
示
さ
れ
る
各
人
の
名
前
は
同
一
語
日
割
内
で
一
度
限
り
の
記
載
で
あ

,Ｚ

当勤之衆人数 件数

５ ７
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件数 割合

両人階 463 76.1％

三人鰭 142 23.4％

四人鯖 ３

％



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数fii的考察 詰衆を例として

る
が
、
ど
の
者
も
二
度
名
前
が
示
さ
れ
て
い
る
例
が
一
九
件
見
ら
れ
た
（
先
述
の
不
規
則
な
詰
日
割
の
例
は
除
く
）
。
こ
の
一
九
件
を

詳
し
く
見
て
い
く
と
、
何
れ
も
が
当
勤
之
衆
が
奇
数
人
数
で
構
成
さ
れ
、
す
べ
て
両
人
詰
の
組
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
内
訳
を

み
る
と
表
追
の
通
り
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
当
勤
之
衆
は
五
、
七
、
九
名
で
そ
れ
以
外
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
当
勤
之
衆
が
五
名
で
あ
る

と
き
は
す
べ
て
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
お
り
、
両
人
詰
の
組
が
五
班
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
当
勤
之
衆
が
七
名
で
あ
っ

た
場
合
、
三
人
詰
の
組
を
一
班
、
両
人
詰
の
組
を
二
班
、
合
わ
せ
て
三
班
で
一
巡
さ
せ
て
い
る
例
が
三
件
あ
っ
た
。
同
様
に
当
勤
之
衆

が
九
名
に
な
る
と
、
三
人
詰
の
組
を
一
班
、
両
人
詰
の
組
を
三
班
に
し
て
い
る
例
が
一
○
件
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
か
ら
当
勤
之

衆
が
五
名
で
あ
れ
ば
両
人
詰
の
組
を
五
班
に
し
て
構
成
し
、
当
勤
之
衆
が
七
名
で
あ
れ
ば
、
多
く
が
両
人
詰
に
し
て
七
班
で
輪
番
さ
せ

る
方
法
を
採
用
し
、
当
勤
之
衆
が
九
名
と
な
る
と
、
逆
に
班
数
を
減
ら
し
た
傾
向
に
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
二
名
の
場
合
が
八
件

あ
っ
た
が
す
べ
て
に
お
い
て
三
人
詰
一
班
・
両
人
詰
四
班
の
計
五
班
で
一
巡
と
な
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
の
最
後
に
享
和
元
年
に
同
席
衆
で
定
め
た
と
思
わ
れ
る
覚
書
を
示
し
、
詰
衆
の
基
本
的
な
勤
め
で
あ
る
詰
日
を
ど
の
よ
う
に
果

た
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
か
を
見
、
そ
の
特
徴
を
示
す
こ
と
で
詰
大
名
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
覚
書
は
以
下

（
机
〉

の
よ
う
に
全
一
一
一
条
か
ら
な
っ
て
い
る

の
よ
う
に
全
一
二
条
か
ら
な

詰
日
割
、
助
順
覚

一
詰
日
割
入
候
節
、
同

お
わ
り
に

一
詰
日
割
入
候
節
、
同
席
一
統
出
仕
日
を
ハ
相
除
、
翌
々
日
江
割
入
侯
節
、
出
仕
日
二
候
得
者
又
其
翌
々
日
江
割
入
申
侯
事

一
参
勤
之
御
礼
後
其
外
共
詰
日
・
助
共
相
勤
侯
廻
状
差
出
、
詰
日
割
相
極
候
上
、
初
日
之
詰
日
二
不
時
一
統
出
仕
等
之
義
有
之
侯

,３



構
、
二
筆
江

助
者
暫
断
、

｜
初
而
御

一
日
光
御

入
可
申
候
事

一
病
気
一
一
而
当
分
詰
日
・
助
断
、
其
外
快
致
出
勤
候
之
旨
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
者
翌
日
、
助
順
者
断
以
前
之
所
江
割
入
可
申

侯
、
尤
断
中
何
レ
茂
一
通
り
助
相
勤
候
得
者
、
二
筆
江
割
入
可
申
候
、
且
産
穣
忌
中
等
五
日
七
日
程
二
而
相
済
、
出
勤
之
節
者
詰

日
助
急
助
共
二
元
順
江
割
入
可
申
候
事

但
病
気
快
明
日
６
出
勤
与
有
之
候
而
茂
、
今
日
よ
り
与
有
之
候
而
茂
、
廻
状
致
到
来
候
翌
日
江
割
入
可
申
候
、
併
廻
状
到
来
之

翌
日
定
式
一
統
出
仕
日
候
得
者
、
其
翌
日
江
割
入
可
申
候
事

共
不
及
割
、
直
二
詰
日
居
置
候
事

一
参
勤
之
御
礼
相
済
、
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
割
翌
々
日
江
割
入
、
助
順
者
二
筆
江
割
合
可
申
候
、
参
勤
後

未
助
不
相
勤
候
者
其
以
前
二
有
之
候
得
者
、
何
人
有
之
候
共
其
次
江
割
入
可
申
候
事

但
詰
日
御
人
多
之
節
者
、
其
翌
日
江
割
入
候
而
茂
不
苦
候
事

一
大
坂
加
番
帰
之
者
詰
日
助
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
・
助
共
右
参
勤
之
節
与
同
様
之
事

一
家
督
後
初
而
詰
日
助
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
者
参
勤
後
之
通
翌
々
日
、
助
順
ハ
参
勤
後
未
不
相
勤
侯
者
之
有
無
二
不

構
、
二
筆
江
割
入
可
申
候
、
其
以
前
一
一
家
督
後
未
助
不
相
勤
候
者
有
候
得
者
、
其
次
江
割
入
可
申
侯
、
且
家
督
後
詰
日
者
相
勤
、

助
者
暫
断
、
追
而
助
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
茂
同
様
二
候
事

一
初
而
御
目
見
相
済
、
前
髪
取
候
後
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
・
助
順
ハ
家
督
後
之
通
二
割
入
可
申
候
事

一
日
光
御
名
代
帰
府
後
、
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
者
翌
々
日
江
割
入
、
助
順
者
日
光
出
立
以
前
之
所
江
割

二
候
事

一
両
山
御
法
事
勤
番
等
二
而
詰
日
・
助
断
、
其
後
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
割
助
順
共
右
日
光
帰
府
後
与
同
様

9４



江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数鼠的考察一詰衆を例として－

但
御
人
少
之
節
者
詰
日
之
前
日
二
而
茂
翌
日
二
而
茂
割
入
不
苦
候
事

右
従
前
相
用
侯
帳
面
者
当
時
之
格
二
不
相
当
、
其
上
文
言
簡
略
之
所
茂
有
之
候
而
分
り
兼
候
付
、
此
度
申
談
相
極
候
事

松
平
主
計
頭

享
和
元
年
酉
十
一
月
永
井
日
向
守

三
浦
志
摩
守

ま
ず
は
本
覚
書
が
成
立
し
た
経
緯
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
詰
日
割
に
関
す
る
帳
面
は
存
在
し
て
い
た
瀝
、
「
当
時
之
格
二
不
相

当
」
で
あ
り
「
文
言
簡
略
之
所
」
も
あ
っ
て
分
か
り
に
く
い
た
め
に
改
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
す
べ
て
割
入
れ
時
に
お
け
る
対
応
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
寛
政
期
の
そ
れ
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
条
目
か
ら
見
て
い
く
と
、
詰
日
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
｜
続
出
仕
日
を
除
い
た
翌
々
日
に
割
り
入
れ
る
よ
う

に
定
め
て
い
る
。
二
条
目
、
三
条
目
は
と
も
に
参
勤
後
の
割
入
れ
に
関
す
る
条
文
で
、
一
統
出
仕
日
に
絡
ん
で
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
四
条
目
・
七
条
目
・
八
条
目
が
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
加
番
、
日
光
御
名
代
、
両
山
御
法
事
と
役
儀
関
係
か
ら
の
割
入
れ
事
項
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
前
の
五
条
目
、
六
条
目
は
本
稿
に
お
い
て
は
事
例
と
し
て
確
認
は
で
き
て
い
た
が
、
分
析
で
き
る
だ
け
の
数
が
得

出
仕
日
二
無
相
構
割
可
申
候
事

一
参
勤
之
御
礼
以
使
者
申
上
、
直
二
当
分
詰
日
・
助
共
断
、
其
以
後
致
出
勤
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
者
翌
日

江
割
入
、
助
順
者
参
勤
之
御
礼
申
上
未
助
相
勤
不
申
者
有
之
候
者
、
其
次
江
割
入
可
申
候
事

一
病
後
之
御
礼
申
上
、
詰
日
・
助
共
可
相
勤
廻
状
到
来
之
節
、
詰
日
者
翌
日
、
助
順
者
二
筆
江
割
入
可
申
侯
事

但
参
勤
後
直
引
込
、
病
後
之
御
礼
申
上
候
者
も
同
様
侯
事

一
急
助
心
得
之
日
者
詰
日
６
翌
々
日
之
心
得
い
た
し
、
三
人
詰
者
三
人
二
而
割
合
、
両
人
詰
者
両
人
二
而
割
合
可
申
候
、
尤
一
統
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ら
れ
な
か
つ
た
た
め
、
表
中
で
示
し
た
の
み
と
な
っ
て
い
る
、
初
め
て
詰
日
を
勤
め
る
際
の
割
入
れ
条
項
で
あ
る
。
以
上
の
事
由
で
は

翌
々
日
の
割
入
れ
が
基
本
で
あ
り
、
｜
統
出
仕
日
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
も
う
一
日
後
の
割
入
れ
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
こ

れ
ま
で
見
ら
れ
た
寛
政
期
の
記
録
と
も
合
致
す
る
。
ま
た
、
九
条
目
以
降
は
病
気
か
ら
の
復
帰
に
伴
う
割
入
れ
事
項
で
あ
り
、
こ
こ
で

も
寛
政
期
に
あ
っ
た
翌
日
の
割
入
れ
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
詰
衆
の
登
城
勤
務
に
関
し
て
、
大
目
付
の
日
記
か
ら
実
数
面
を
、
詰
衆
自
身
の
日
記
か
ら
詰
日
割
を
も
と

に
し
た
制
度
面
を
数
量
的
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
平
日
勤
務
の
詰
日
と
、
月
次
御
礼
や
各
種
の
行
事
に
お
け
る
一
統
出
仕
日
と

を
分
け
て
考
え
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
と
く
に
詰
日
を
勤
め
出
す
時
機
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
一
統
出
仕
日
を
強
く
意
識
し
て
詰
日
割

に
割
入
れ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
個
別
勤
務
の
詰
日
と
全
体
勤
務
の
一
統
出
仕
と
い
う
構
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
別
の
意

味
で
も
一
統
出
仕
日
は
幕
府
に
対
し
て
詰
衆
全
体
で
勤
め
る
姿
勢
を
示
す
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
席
衆
で
詰
日
割
の
改
正
を
話
し

合
っ
た
り
、
詰
日
心
得
と
し
て
詰
日
で
は
な
い
人
物
が
勤
務
に
当
た
っ
た
こ
と
と
し
た
り
と
、
平
日
勤
務
の
詰
日
制
度
を
支
え
る
調
整

日
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
主
に
平
日
の
詰
日
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
詰
衆
の
実
態
に
迫
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
一
統

出
仕
日
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
幕
府
組
織
機
構
の
中
で
の
詰
衆
と
い
う
も
の

を
さ
ら
に
明
確
に
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
１
）
拙
著
「
詰
衆
の
基
礎
的
考
察
」

一
七
号
二
○
一
三
年
三
月
）

（
「
国
士
舘
史
学
」
第
一
一
号
二
○
○
五
年
三
月
）
、
「
宝
暦
期
詰
衆
の
「
詰
日
」
と
「
外
勤
」
」
（
「
国
士
舘
史
学
」
第
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江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数戯的考察 詰衆を例として

〆￣、〆￣、グー、〆自、〆面へグヘ_、〆－､グー、ダー、デー、グー、〆■、〆古く〆へ
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（
２
）
「
安
藤
日
記
」
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
。
こ
こ
で
は
重
職
者
と
の
比
較
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
接
す
る
役
職
者
を
取
り
上
げ
た
い
。
重
職
者
の

登
城
に
つ
い
て
は
荒
川
秀
俊
「
「
柳
営
年
中
行
事
」
に
見
え
た
老
中
・
若
年
寄
の
登
城
」
（
「
日
本
歴
史
」
一
七
四
一
九
六
二
年
一
一
月
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
奏
者
番
に
つ
い
て
は
、
所
理
喜
夫
「
土
浦
土
屋
藩
主
歴
代
と
江
戸
幕
府
奏
者
番
」
（
「
徳
川
権
力
と
忠
近
世
の
地
域
社
会
」
所
収
岩
田
書

院
二
○
一
六
年
五
月
）
、
高
田
綾
子
「
江
戸
幕
府
奏
者
番
の
勤
務
実
態
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
寛
政
元
年
「
御
奏
者
番
日
記
」
を
中
心
に
」
（
「
聖
心
女

子
大
学
院
論
集
」
三
一
一
一
（
｜
）
二
○
一
一
年
）
、
大
友
一
雄
「
幕
府
奏
者
番
に
み
る
江
一
Ｐ
時
代
の
情
報
管
理
」
（
「
史
料
館
研
究
紀
要
」
一
一
一
五

二
○
○
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
勤
務
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
登
城
日
数
を
数
量
的
に
扱
っ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
五
年
一
月
三
日
条
、
「
動
向
日
記
」
寛
政
一
○
年
六
月
十
六
日
条
、
「
御
奏
者
番
日
記
」
寛
政
一
○
年
七
月
二
日
条
（
「
常
陸
国
土

浦
土
屋
家
文
瞥
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
三

（
４
）
「
年
録
」
寛
政
八
年
二
月
七
日
条
（
国
立
国
会
図
轡
館
蔵
）

（
５
）
深
井
雅
海
・
藤
賛
久
美
子
縞
「
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
」
第
一
七
巻
東
洋
轡
林
、
一
九
九
七
年
二
月

（
６
）
そ
の
内
訳
は
永
井
日
向
守
・
板
倉
内
膳
正
・
酒
井
修
理
大
夫
・
側
部
若
狭
守
が
一
年
交
代
、
久
世
隠
岐
守
が
半
年
代
で
あ
る
。

（
７
）
「
年
録
」
寛
政
五
年
六
月
一
八
日
条
（
国
立
国
会
図
瞥
館
蔵
）

（
８
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
五
年
六
月
一
八
日
条
｛
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
餓
蔵
）

「
年
録
」
寛
政
五
年
七
月
二
八
日
条
（
国
立
国
会
図
轡
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
四
月
一
○
日
条
今
常
陸
国
士
補
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
四
月
二
○
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
七
月
二
八
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
四
年
一
二
月
一
五
日
条
｛
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
七
年
六
月
一
三
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
日
記
」
寛
政
二
年
二
月
晦
日
条
（
「
常
陸
国
士
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
一
月
一
四
日
条
（
「
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

「
日
記
」
寛
政
二
年
一
二
月
一
一
一
一
日
条
（
「
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

前
掲
註
（
８
）
参
照
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（
躯
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
七
年
五
月
二
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
羽
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
五
年
二
月
二
七
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
釦
）
拙
著
前
掲
註
（
１
）
参
照
。
語
日
割
通
り
の
勤
務
は
四
割
程
度
で
あ
っ
た
。

（
皿
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
六
月
一
三
日
条
、
「
公
私
日
記
」
冤
政
九
年
六
月
一
一
日
条
（
「
常
陸
国
士
補
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
聖
「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
八
月
六
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
羽
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
七
月
二
六
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
狐
）
「
勤
向
日
記
」
寛
政
三
年
七
月
二
八
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
鍋
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
二
月
二
○
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
妬
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
二
月
二
八
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
幻
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
四
月
二
四
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
犯
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
五
月
四
日
条
、
同
七
日
条
、
同
一
○
日
条
、
同
一
三
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
型
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
五
月
八
日
条
今
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
如
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
五
月
二
日
条
今
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
轡
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
、
）
「
日
記
」
寛
政
二
年

（
四
）
前
掲
註
（
Ⅳ
）
参
昭

（
〃
）
前
掲
註
（
妬
）
参
昭

（
、
）
前
掲
註
（
卯
）
参
昭

（
妬
）
「
動
向
日
記
」
寛
政
一
○
年
二
月

文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
あ
）
前
掲
註
（
型
）
参
昭

（
犯
）
前
掲
註
（
釦
）
参
照

（
羽
）
「
雁
之
間
席
日
記
」
寛
政
四
年
一
月
二
八
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
別
）
「
勤
向
日
記
」
寛
政
一
○
年
一
月
二
○
日
条
（
「
常
陸
国
土
補
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

月
二
五
日
条
（
「
常
陸
国
士
補
土
屋
家
文
瞥
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

日
条
今
常
陸
国
士
補
土
屋
「
動
向
日
記
」
寛
政
三
年
四
月
二
○
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
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江戸城輪番勤務者の登城日数に関する数還的考察一語衆を例として－

（
虹
）
「
諾
日
割
・
語
日
割
方
（
享
和
元
年
一
一
月
、
語
日
割
助
順
覚
）
」
（
首
都
大
学
東
京
付
属
図
瞥
館
所
蔵
、
水
野
家
文
瞥
）

（
蝿
）
「
御
日
記
」
寛
政
四
年
三
月
二
五
日
条
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

,，



◎
Ｃ
ｌ土屋家文書」に見られる鰭日割の欄造表表７「常陸国土浦

呂
■
■
■
■
■
■
■
■

霊
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・

■
薑唇 Ｉ［！『

４

番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人詰 四人鰭 作成者または

差出人

当骸者 鰭日割入箇所ほか摘要

１ ２－１１－３０ 割入 快復 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 朽木隠岐守 回状到来の翌日、翌々日が一統

出仕のため三日後

２ ２－１２－１６ 割入 参勤 ４ 1１ Ｉ １ ３ ０ 戸田因幡守 久世隠岐守、

十厘但馬守

回状到来の翌々日

３ ２－１２－２２ 除名 不調 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 酒井修理大夫 除く

４ 2－１２－２５ 割入 快復 ４ 11 Ｉ １ ３ 0 戸田因幡守 松平備前守 回状到来の翌日

５ ３－１－１４ 割入 快復 ４ 1２ Ｉ 0 ４ 0 戸田因幡守 酒井修理大夫 回状到来の翌々日（翌日が一統

出仕日のためか）

６ ３－１－３０ 継続 不明 ４ 10 Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 なし 月末には来月分の誌日割を発行

したか。

７ ３－２－９ 割入 服忌 ４ 1２ Ｉ ０ ４ 0 戸田因幡守 牧野内勝正 回状到来の翌日（忌中期１１１１が10

日程であるためか）

８ ３－２－１５ 除名 御暇 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 不明 大久保山城守、

石)Ⅱ若狹守

除く

９ 3－２－２９ 継続 不明 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 なし 月末には来月分の誌日割を発行

したか。

1０ 3－３－２２ 除名 不調 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 戸田因幡守 久世隠岐守 除く

1１ 3－３－２４ 除名 服忌 ４ ８ Ｉ ４ ０ ０ 戸田因幡守 酒井修理大夫 除く

1２ 3－３－３０ 割入 服 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 戸田因幡守 酒井修理大夫 回状到来の翌日が公家衆御返答

の一統出仕日のため翌々日

1３ ３－４－１０ 継続 不明 ４ ８ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 不明 一統出仕日に調整したか。もし

〈は牧野内勝正が１７日から日光

祭礼奉行となるためか

1４ 3－４－２０ 割入 帰府 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 戸田因幡守 牧野内勝正 回状到来の翌々日

1５ ３－４－２３ 割入 `快復 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 久世隠岐守 回状到来の翌日

1６ ３－４－２８ 割入 参勤 ４ 1１ Ｉ １ ３ 0 戸田因幡守 板倉内勝正 回状到来の翌々日

1７ ３－５－１４ 割入 服忌 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 背山下野守 回状到来の翌々日（翌日が一統

出仕日のため）
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人飴 四人詰 作成者または

差出人

当該者 詰日割入箇所ほか摘要

1８ 3－５－１５ 除名 御暇 ４ ９ Ｉ ３ １ 0 戸田因幡守。

牧野内膳正

青山下野守 除く

1９ 3－５－２５ 割入 快復 ４ 1０ Ｉ ２ ２ ０ 戸田因幡守 朽木隠岐守 回状到来の翌日

2０ 3－６－１ 継続 不明 ４ 1０ Ｉ ２ ２ ０ 1111部若狭守．

朽木隠岐守

なし 一統出仕日に調整

2１ 3－６－１３ 割入 参勤 ４ 1３ Ｉ ０ ３ 1 1111部若狭守.

朽木隠岐守

なし 一統出仕日に調整

2２ 3－６－１５ 除名 御暇 ３ ８ Ｉ １ ２ 0 永井日向守.

三浦志摩守

土井能登丁 除く

2３ 3－６－１７ 除名 不調 ３ ７ Ｉ ２ １ ０ 永井日向守・

三浦志摩守.

久世隠岐守

酒井修理大夫 除く

2４ ３－６－１８ 除名 服`忌 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 永井日向守 久世隠岐守 除く

2５ ３－６－２３ 除名 服忌 ８ ５ ▲ ８ ０ ０ 水井日向守 松平備前守 除く

2６ ３－７－２１ 割入 服忌 ５ ５ Ⅱ ５ ０ 0 久世隠岐守 上屋但馬守 [m状到来の翌[］

2７ ３－７－２３ 割入 ･快復 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 久世隠岐守 永井日向守 回状到来の翌日

2８ 3－７－２６ 除名 不調 ４ ５ ▲ ４ 0 ０ 永井日向守 久世隠岐守 除く

2９ 3－７－２８ 割入 参勤 ７ ７ Ⅱ ７ 0 ０ 三浦志摩守。

士屋但馬守

本多伯薔守 回状到来から３日後（翌々日は

一統出仕日）

3０ 3－８－２ 除名 不調 ３ ６ Ｉ ３ 0 ０ 久世隠岐守 阿部伊勢守 除く

3１ 3－８－６ 除名 不調 ６ ５ ▲ ６ ０ ０ 本多伯耆守 久世隠岐守 除く

3２ 3－８－１０ 割入 快復 ３ ６ Ｉ ３ 0 ０ 本多伯替守 阿部伊勢守 回状到来の翌日

3３ ３－８－１１ 割入 快復 ３ ７ Ｉ ２ １ ０ 本多伯耆守 久世隠岐守 回状到来の翌日

3４ ４－１－１７ 割入 初而 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ (土屋但馬守） 内膜銀次郎 回状到来の翌々日

3５ ４－１－２９ 割入 快復 ５ 1０ Ｉ ５ ０ ０ 石川若狭守 地山河内守 回状到来の翌々日（翌日は一統

出仕日）

3６ ４－２－１５ 除名 御暇 ４ ８ Ｉ ４ ０ 0 本多伯耆守.

三浦志摩守

大久保山城守、

石川若狭守

除く

3７ ４－２－２０ 除名 服忌 ６ ７ ▲ ６ 0 ０ 士屋但馬守 本多伯替守 除く
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人詰 四人誌 作成者または

差出人

当骸者 詰日割入箇所ほか摘要

3８ ４－２－２１ 除名 服忌 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 土屋但馬守 三iiIi志摩守 除く

3９ ４－２－２７ 割入 服忌 ７ ７ Ⅱ ７ 0 ０ 米屋但馬守 三iiIi志摩守 回状到来の翌日一統出仕、翌々

日割入

4０ 4－２－２８ 除名 服忌 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 米屋但馬守 三浦志摩守 除く

4１ ４－閏2－４ 割入 快復 ３ ７ Ｉ ２ １ 0 十尾但馬守 阿部伊勢守 回状到来の翌日割入

4２ ４－閏2-11 割入 ･快復 ４ ８ Ｉ ４ 0 0 (土屋但馬守） 本多伯番守 回状到来の翌日割入

4３ ４－閏2－１８ 割入 服忌 ４ ９ Ｉ ３ 1 0 +屋但馬守 三ｉｉｉ志摩守 回状到来の翌日割入

4４ ４－閏2－２８ 除名 不調 ４ ８ Ｉ ４ 0 ０ 本多伯香守．

土屋但馬守

堀山河内守 除く

4５ ４－３－１ 除名 不調 ７ ７ Ⅱ ７ ０ 0 十屋但馬守 阿部伊勢守 除く

4６ ４－３－６ 除名 不鯛 ３ ６ Ｉ ３ ０ 0 ＋屋但馬守 久世隠岐守 除く

4７ 4－３－７ 除名 不鯛 ５ ５ Ⅱ ５ ０ ０ 土屋但馬守 松平備前守 除く

4８ 4－３－９ 除名 差控

何

２ ４ Ｉ ２ ０ ０ 十尾但馬守 三浦志摩守 除く

4９ ４－３－１０ 割入 差控

何

５ ５ Ⅱ ５ 0 0 土屋但馬守 三浦志摩守 回状到来の翌日割入

5０ ４－３－２２ 割入 初而 ３ ６ Ｉ ３ 0 ０ 士屋但馬守 牧野備中守 回状到来の翌々日割入

5１ ４－４－２４ 割入 帰府 ４ ７ ▲ ４ 0 ０ 本多伯耆守 士屋但馬守 回状到来の３日後割入

5２ ４－５－１５ 割入・除名 快復．

御暇

３ ６ Ｉ ３ 0 0 (墹山河内守） 永井日向守 除く

5３ ４－５－１７ 除名 服忌 ５ ５ Ⅱ ５ ０ 0 上屋但馬守 牧野傭中守 除く

5４ ４－５－２１ 除名 服忌 ２ ４ Ｉ ２ 0 ０ 土屋但馬守 墹山河内守 除く

5５ ４－６－４ 割入 服忌 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 十屋但馬守 土屋但馬守 回状到来の翌日割入

5６ ４－６－６ 割入 快復 ３ ７ Ｉ ２ 1 0 士屋但馬守 牧野佐渡守 回状到来の翌日割入

5７ ４－６－７ 割入 服忌 ４ ８ Ｉ ４ 0 0 十L屋但馬守 牧野備中守 回状到来の翌日割入

5８ ４－６－１１ 割入 参勤 ５ 1０ Ｉ ５ 0 0 土屋但馬守．

牧野備中守

１１１１部若狹守、

牧野周防守

回状到来の翌々日割人

5９ ４－６－１３ 除名 御暇 ７ ７ Ⅱ ７ 0 ０ 'Ⅲ部若狭守.

牧野周防守

牧野備中守、

本多伯耆守、

牧野佐渡守

除く
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人詰 四人詰 作成者または
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6０ ４－６－１９ 割入 快復 ４ ８ Ｉ ４ 0 ０ 十屍但馬守 朽木隠岐守 回状到来の翌日束叡山参詣､翌々

日割入

６１ ４－７－１ 割入・除名 参勤。

御暇

７ ７ Ⅱ ７ ０ ０ 土屋但馬守.

松平備前守

背山下野守(参

勤)、三浦志厳

守（大坂加番

御暇）

回状到来の翌々日割入

6２ ４－７－８ 割入 服忌 ４ ８ Ｉ ４ 0 ０ 士屋但馬守 牧野周防守 回状到来の翌日割入

6３ ４－７－１６ 除名 昇進 ７ ７ ｕ ７ ０ ０ 土屋但馬守．

松平備前守

宵山下野守 除く

6４ ４－７－１８ 割入 快復 ４ ８ Ｉ ４ 0 0 士屋但馬守 土井能登守 回状到来の翌日若君御七夜祝儀

一統出仕、翌々日割入

6５ ４－８－８ 割入 快復 ４ ９ Ｉ ３ １ 0 氷屋但馬守 酒井修理大夫 回状到来の翌日割入

6６ ４－１２－１５ 割入 参勤 ５ 1２ Ｉ ３ ２ 0 牧野周防守。

戸田因幡守

土屋但馬守、

久世隠岐守

回状到来の翌々日紅葉山参詣、３

日後割入

6７ ４－１２－２１ 除名 不調 ５ １１ Ｉ ４ １ ０ 戸田因幡守 大久保山城守 除く

6８ ４－１２－２５ 割入 快復 ５ 1２ Ｉ ３ ２ ０ 戸田因幡守．

牧野周防守

石川若狭守 回状到来の翌日割入

6９ 5－１－１１ 割人 快復 ５ 1３ Ｉ ２ ３ 0 牧野iii中守．

阿部駿河守

大久保山城守 回状到来の翌ロ割入

7０ 5－２－１５ 除名 御暇 ４ 10 Ｉ ２ ２ 0 土井能登守.

内藤大和守

石川若狭守、

大久保山城守、

阿部駿河守

除く

7１ ５－２－２９ 継続 不明 ４ 10 Ｉ ２ ２ ０ 戸田因幡守 なし 一統出仕日

7２ 5－３－２５ 割入 快復 ４ １１ Ｉ １ ３ ０ 戸田因幡守 松平備前守 回状到来の翌日割入

7３ ５－４－１ 除名 不調 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 'Ⅲ部若狭守 除く

7４ 5－４－１０ 除名 御暇 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 戸田因幡守 松平備前守 除く

7５ 5－４－２０ 割入 帰府 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 松平備前守 回状到来の翌々日割入

7６ ５－４－２９ 継続 不明 ４ 10 Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 なし 一統出仕日

7７ 5－５－１９ 除名 服忌 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 戸田因幡守 牧野周防守 除く
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人鰭 三人誌 四人鯖 作成者または

差出人

当骸者 詰日割入箇所ほか摘要

7８ ５－５－２８ 割入 快復 ４ 1０ Ｉ ２ ２ 0 戸田因幡守 牧野周防守 回状到来の翌日割入

7９ 5－６－１５ 割入 参勤 ５ 1３ Ｉ ２ ３ ０ 松平備前守.

板倉伊予守

牧野日向守、

牧野佐渡守、

増山河内守

回状到来の翌日一統出仕、翌々

日紅葉山参詣、牧野日向守、牧

野佐渡守翌々日割入、増山河内

守３日後割入

8０ 5－６－１８ 除名 御暇 ７ ７ Ⅱ ７ ０ ０ 増山河内守．

板倉伊予守

戸田因幡守、

酒井修理大夫、

問部若狭守、

土井能登守、

牧野周防守

除く

8１ ５－６－１８ 不備 不備 ４ ８ Ｉ ４ 0 ０ 土屋但馬守 内藤大和守 名前漏れ

8２ ５－７－２ 除名 御暇 ３ ６ Ｉ ３ ０ ０ 土屋但馬守 板倉伊予守 除く

8３ ５－７－８ 除名 不調 ５ ５ Ⅱ ５ 0 ０ 十屋但馬守 久世隠岐守 除く

8４ ５－７－９ 割入 快復 ３ ６ Ｉ ３ ０ ０ 十尾但馬守 板倉内臓正 回状到来の翌日割入

8５ ５－７－２８ 割入 参勤 ３ ６ Ｉ ３ 0 0 土屋但馬守 永井日向守 回状到来の翌日割入

8６ ５－７－２８ 除名 御暇 ３ ６ Ｉ ３ 0 ０ +屋但馬守 内藤大和守 除く

8７ ５－８－１ 割入 快復 ７ ７ Ⅱ ７ ０ 0 増山河内守.

阿部駿河守

久世隠岐守 回状到来は２９日で翌日は－続出

仕日、回状到来の翌々日割入

8８ 6－１－１２ 除名 不調 ５ 1１ Ｉ ４ １ ０ 土屋但馬守.

松平備前守

増山河内守 除く

8９ ６－１－１５ 継続 不明 ５ 1１ Ｉ ４ １ ０ 土屋但馬守 なし 一統出仕日

9０ 6－１－１８ 割入 快復 ５ 1２ Ｉ ３ ２ 0 土屋但馬守．

阿部駿河守

増山河内守 回状到来の翌々日割入

９１ 6－３－９ 剖入 `快復 ５ 1１ Ｉ ４ １ 0 土屋但馬守 牧野佐渡守 回状到来の翌日割入

9２ 6－４－１ 継続 不明 ５ 11 Ｉ ４ １ ０ 本多伯耆守．

三浦志摩守

なし 一統出仕日

9３ 6－５－２６ 除名 不調 ４ ８ Ｉ ４ ０ ０ 土屋但馬守 本多伯脊守 除く

9４ 6－７－１ 継続 不明 ４ ９ Ｉ ３ 1 0 戸田因幡守・

土井能登守。

阿部駿河守

なし 一統出仕日
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人誌 四人詰 作成者または

差出人

当該者 詰日割入箇所ほか摘要

9５ 7－１－１ 継続 不明 ５ 1３ Ｉ ２ ３ ０ 阿部駿河守.

大久保山城守

なし 一統出仕日

9６ ７－５－５ 除名 服忌 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 士屋但馬守．

間部若狭守

久世大和守 除く

9７ ７－５－１３ 割入 服忌 ４ ９ Ｉ ３ １ 0 酒井修理大夫 内藤大和守 回状到来の翌日割入

9８ ７－６－１３ 割入 参勤 ５ 1２ Ｉ ３ ２ ０ 朽木近江守.

牧野内勝正

永井日向守、

板倉内勝正、

三浦志摩守

永井日If1守回状到来から４日後、

板倉内膳正、三浦志摩守回状到

来の５ｐ後

9９ ７－６－１５ 除名 御暇 ５ ５ Ⅱ ５ 0 0 板倉内購正．

永井日向守

土井能登守、

牧野内膳正、

酒井修理大夫、

朽木近江守、

119部若狹守

除く

100 ７－７－７ 割入 快復 ３ ６ Ｉ ３ ０ ０ 十屋但馬守 久世大和守 回状到来の翌日割入

101 ７－７－１６ 除名 不調 ５ ５ Ⅱ ５ 0 ０ 士屋但馬守 久世大和守 除く

102 ７－７－２０ 割入 ･快復 ３ ６ Ｉ ３ ０ 0 土屋但馬守 背山大勝兜 回状到来の翌日割入

103 7－８－１１ 割入 快復 ７ ７ Ⅱ ７ ０ 0 土屋但馬守 増山河内守 回状到来の翌日割入

101 7－１２－１５ 割入 参勤 ５ 1１ Ｉ ４ 1 0 永井日向守 土屋但馬守、

久世大和守

回状到来の翌々日割入

105 ７－１２－２１ 割入 快復 ５ 1２ Ｉ ３ ２ ０ 士屋但馬守 増山河内守 回状到来の翌日割入

106 ８－１－２ 割入 不明 ５ 1３ Ｉ ２ ３ ０ 久世大和守 松平備前守 回状到来の３日後割入

107 ８－２－５ 割入 服忌 ５ 1２ Ｉ ３ ２ 0 +屋但馬守 板倉内勝正 回状到来の翌日割入

108 ８－２－１５ 除名 御暇 ４ ８ Ｉ ４ ０ 0 永井日向守.

三浦志鷹守

大久保山城守、

板倉伊予守、

石川中務少輔、

阿部駿河守

除く

109 ８－２－２２ 割入 初而 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 士屋但馬守 阿部播磨守 回状到来の翌日割入

110 ８－３－１１ 除名 不調 ７ ７ Ⅱ ７ ０ 0 二I2屋但馬守 久世大和守 除く

111 ８－３－１５ 割入 快復 ４ ８ Ｉ ４ ０ 0 土屋但馬守.

永井日向守

本多伯替守 回状到来の翌日一統出仕、翌々

日割入
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人結 三人誌 四人詰 作成者または

差出人

当骸者 詰日割入箇所ほか摘要

112 ８－６－２ 割入 快復 ４ ８ Ｉ ４ ０ 0 士屋但馬守 久世大和守 回状到来の翌日割入

113 ８－６－１１ 割入 参勤 ６ 1５ ▲ ３ ３ ０ 士屋但馬守.

土井能登守

酒井修理大夫、

井上河内守、

Ⅱ１１部若狹守、

内藤大和守、

牧野内膳正

酒井修理大夫、井上河内守翌々

日、間部若狭守、内藤大和守３

日後、牧野内勝正５日後

１１４ ８－７－１ 除名 御暇 ９ ９ Ⅱ ９ 0 ０ (問部若狭守） 三浦志摩守、

土井能登守

除名、一統出仕日

115 ８－８－１ 継続 不明 ９ ９ Ⅱ ９ ９ 0 朽木近江守.

土屋但馬守

なし 変更なし

116 ８－１２－１５ 割入 参勤 ５ 1２ Ｉ ０ ５ 0 松平備前守．

内藤大和守

土屋但馬守、

久世大和守、

阿部播磨守

土屋但馬守、久世大和守３日後、

阿部播磨守４日後割入

117 ９－１－３ 割入 服忌 ５ 1５ Ｉ ０ ５ ０ 酒井修理大夫 朽木近江守 回状到来の翌日割入
118 ９－４－１ 継続 不明 ５ 1３ Ｉ ２ ３ ０ 内藤大和守.

阿部播磨守

なし 一統出仕日

119 ９－５－３ 割入 服忌 ５ 1３ Ｉ ２ ３ 0 酒井修理大夫 阿部播磨守 回状到来の翌日割入

120 ９－６－１１ 割入 参勤 ５ 1５ Ｉ ２ １ ２ 牧野内膳正 永井日向守、

板倉内膳正

永井日向守回状到来の翌々日割

入、板倉内勝正回状到来から３

日後割入

121 9－６－１３ 除名 御暇 ４ ９ Ｉ ３ １ 0 永井日向守.

大岡主膳症

酒井修理大夫、

朽木近江守、

秋元但馬守、

井上河内守、

牧野内膳正

除く

122 9－６－１６ 割入 快復 ４ 1０ Ｉ ２ ２ ０ 内藤大和守．

士屋但馬守

青山大膳亮 回状到来の翌々日割入

123 9－７－１ 除名 御暇 ４ 1０ Ｉ ２ ２ ０ 阿部播磨守.

青山大鵬亮

内藤大和守 除く

124 ９－閏7－９ 除名 服忌 ４ ８ Ｉ ４ 0 ０ 土屋但馬守 増山河内守 除く
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番号 年月日 割入／除名 理由 組 当勤 型 両人詰 三人結 四人酷 作成者または

差出人

当該者 詰日割入箇所ほか摘要

125 ９－閏7－１７ 割入 服 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 地山河内守 墹山河内守 回状到来の翌日割入

１２６ ９－閏７－２４ 除名 服忌 ６ ８ ▲ ５ １ 0 上屋但馬守 青山大勝亮 除く

127 ９－閏７－２８ 除名 不調 ４ ８ Ｉ ４ 0 0 阿部播磨守．

墹山河内守

阿部伊勢守 除く

128 ９－８－１ 割入 服忌 ４ ８ Ｉ ４ 0 0 土屋但馬守 青111大膳亮 回状到来の翌日割入

129 ９－１２－１５ 割入 参勤 ５ 1３ Ｉ ２ ３ 0 阿部駿河守.

永井日向守

久世大和守、

阿部播磨守、

土屋但馬守、

大岡主隣症

久世大和守、阿部播磨守回状到

来の翌々日割入、土屋但馬守、

大岡主勝正回状到来の３日後割

入

130 1０－１－１８ 割入 快復 ５ 1４ Ｉ １ ４ 0 永井日向守 大久保山城守 回状到来の翌日割入

131 1０－２－１５ 除名 御暇 ５ 1２ Ｉ ３ ２ 0 石)Ⅱ中務少輔.

青山大勝充

板倉伊予守、

大久保山城守、

阿部駿河守

除く

132 1０－４－８ 除名 御暇 ５ 1０ Ｉ ５ ０ ０ 永井日向守 阿部播磨守 除く

１３３ 1０－４－１２ 除名 不調 ４ ９ Ｉ ３ １ ０ 永井[]向守 久世大和守 除く

134 1０－４－１３ 割入 快復 ５ 1０ Ｉ ５ ０ ０ 永井日向守 大岡孝駿派 回状到来の翌日割入

135 1０－４－２４ 割入 帰府 ５ 1１ Ｉ ４ 1 0 永井日向守 阿部播磨守 回状到来の翌々日割入

136 1０－４－２５ 除名 差控

何

５ 1０ Ｉ ５ ０ 0 永井日向守 阿部播磨守 除く

137 1０－５－１ 継続 不明 ５ 1１ Ｉ ４ １ 0 石川中務少輔.

板倉内勝正

なし 一統出仕日

138 1０－６－１１ 割入 参勤 ５ 1４ Ｉ １ ４ 0 阿部播磨守．

三iiIi志摩守

牧野内勝正、

酒井修理大夫、

井上河IＡｌ守

牧野内膳正回状到来の翌日割入、

酒井修理大夫回状到来の翌々日

割入、井上河内守回状到来の３

日後割入


